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■概要 

 

趣 旨 
この調査では、16 歳以上の市民を対象に、暮らしの課題や満足度、日常生活における幸

福度等を把握し、次期計画策定と施策立案の基礎資料として活用することを目的とする。 

対 象 者 
16 歳以上の市民 5,000 人を無作為で抽出 

（令和 6年 12月 31日時点の住民基本台帳をもとに抽出） 

実 施 期 間 令和 7年 2月 21日～3月 7日（〆切日） 

配布数・回収率 
配布：5,000 通、回収 969件（紙面）＋563 件（WEB） 計 1,532 件 

回収率：30.6％ 

 

 

 

 

■設問一覧 

 

１ あなたご自身のことについてお伺いします。 -------------------------------------------------- 6 

２ 坂出市での暮らしについてお伺いします。 --------------------------------------------------- 11 

３ 日常生活における暮らしの満足度などについてお伺いします。 ---------------------------------- 16 

４ 自分のまちへの愛着などについてお伺いします。 --------------------------------------------- 22 

５ 坂出市の今後の理想の姿についてお伺いします。 -------------------------------------------- 24 

６ 坂出市のまちづくりについてお伺いします。 -------------------------------------------------- 30 

７ 就職についてお伺いします。 -------------------------------------------------------------- 37 

８ 結婚・出産・子育てについてお伺いします。 -------------------------------------------------- 44 

９ 今後の暮らしへの支援や生きがいについてお伺いします。 ------------------------------------- 51 

１０ まちづくりへの参加についてお伺いします。 ------------------------------------------------- 56 

１１ 最後に将来に向けた意見・要望についてお伺いします。 -------------------------------------- 57 

 

 

 

※本アンケートにおいて、【n=数字】は、当該設問の対象となる全票数を示す。 

※結果数値(％)は、少数点第２位を四捨五入しており、内訳の合計が 100％にならないことがある。 

※複数回答の場合、回答者数に対する割合を表示しているため、構成比の合計が 100％を超える。 
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■総括 

＜全体＞ 
 坂出市の住みよさについて、「総じて住みやすい」との回答は 62.7％となっており、「自然災害が少ない、

災害に強い」ところや「静か（のどか）で生活環境がよい」ところに住みよさを感じている。 
 また、今後も「総じて住み続けたい」との回答は65.9％となっており、「住み慣れているから」、「生まれ育っ

たまちだから」等が理由として挙がっている。 
 さらに、まちへの愛着度も 67.0％となっており、愛着や誇りを感じていることとしては、「瀬戸大橋」、「自

然」、「祭り」が上位となっている。 
 一方で、住みにくいと感じる理由としては、「買い物先等の場所の不足」、「産業の衰退」、「移動の不便

さ」、「働く場所・環境の少なさ」等が挙がっている。また、市外に住みたい理由としては、「買い物など日常
生活が便利なまちに住みたい」、「公共交通やインフラ整備が充実したまちに住みたい」、「働く場所が多
いまちに住みたい」が上位となっていることから、これらを解決・充実させていくことが求められている。 

 「10 年後、20 年後、30 年後の理想の坂出市のまちの姿」については、10 年後は、子どもが増えることや
駅前の活気、人が集まること等を含め、総じて住みやすい環境が求められている。20 年後は、子どもをは
じめとした若い層の増加が期待されている。30 年後は、子どもや高齢者が「住みやすい」環境が求められ
ている。10～30 年共通して「子ども」のワードが共通して挙がっていることから、「子ども」に関連する取組
の充実や方向性等が求められている。 

 「10 年後の坂出市の姿」を実現するにあたって必要な取組に関しては、「買い物など日常生活の利便性

向上」や「子育て支援・環境の充実」、「仕事や雇用の創出」が上位となっている。その他、必要な取組に

関する主なアイデアとして、「商業・飲食等の店舗や大型施設、娯楽施設、宿泊施設等の整備・充実」が

最も多い。日常生活の利便性向上やにぎわい・活力の創出と併せて、子育てや働く場の充実も求められ

ている。 

 まちづくり基本構想に記載している施策に関して満足度と重要度を掛け合わせた CS 分析の現行と 10 年

前を比較すると「行財政運営の効率化と健全財政の確保」、「労働環境の充実」、「商工業・サービス業の

振興」、「都市基盤の整備（下水道の整備のみ）」の項目は、継続して『特に重点的に改善に取り組む必要

があるもの』の領域に含まれることから、特に改善が必要である。 

 坂出駅前拠点施設の整備については、駅前拠点施設が整備されたら「総じて利用したい」が 7 割以上を

占める。 

 カーボンニュートラルの実現に向けた取組は、「総じて必要だと思う」が 7割以上を占める。 

 将来・現在含め、働きたい業種は「医療・福祉」が最も多く、性別でみると女性の回答が多くなっている。 

 希望する就職先は「あるかどうかわからない」が最も多くなっている。 

 働きたい企業・職業がある地域は、「関西圏（京都府、大阪府、兵庫県）」が最も多い。坂出市内に希望す

る就職先の有無を含め、情報が得られるような支援（マッチングの場の創出等）を検討していくことも有効

な手段と考えられる。 

 出産・子育てに対して、困っていることについては、「出産や子育てに対する経済的負担に不安がある」、

「遊び場や子育て支援施設等の施設が不足している」、「買い物、公共交通等、日常生活が不便である」

が上位となっている。 

 出産・子育てに対して、充実してほしい取組は、「歩道や公園等の整備による道路や遊び場の安全性の

確保」、「子育て支援制度の機能、サービスの強化」、「幼児教育や保育料の無償化」が上位となってい

る。 

 出産・子育てに関して取り組んでほしい新たな支援や取り組んだらいいと思う取組に関しては「経済的支

援」が最も多いことから、子育てに関する経済的支援が求められている。 

 将来も安心して住み続けるために必要なことは、「買い物等の場所が充実し、日常生活が便利なこと」、

「医療機関や福祉施設が利用しやすいこと」、「自然災害が少ない、災害に強いこと」、「治安がよいこと」

が上位となっており、住みやすいと感じる理由で挙がった内容とも重複することから、更なる充実が求めら

れている。 

 実施・拡充してもらいたい暮らしへの支援は、「介護・ケアサービス」、「買い物や通院の付き添い・移動サ

ービス」、「健康維持・増進のためのサービス」「日常生活の困りごとへの相談・支援」が上位となってい

る。 

 まちづくりに対しての意見反映の方法としては、アンケートや SNS等を通じた手法のニーズが高い。 
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＜坂出市での暮らしについて＞ p11～p15 

 坂出市の住みよさについては、「総じて住みやすい（住みやすい＋どちらかといえば住みやすい 計 960

（62.7％））」との回答は半数以上を占める。 

 住みやすいと感じる理由は「自然災害が少ない、災害に強い（61.1％）」が最も多く、次いで「静か（のどか）

で生活環境がよい（46.5％）」、「治安がよい（36.9％）」、「自然が豊かである（気候や景色がよい）（31.5％）」

となっている。自然環境や生活環境に関して住みよさを感じている。 

 一方で、住みにくいと感じる理由は、「買い物等の場所がなく、日常生活が不便（74.5％）」が最も多く、次い

で「産業が衰退（44.3％）」、「通勤・通学や日常の移動が不便（36.8％）」、「働く場所が少ない（34.0％）」と

なっている。買い物等の場所、産業の衰退、移動の不便さ、働く場所等に関して、住みにくさを感じている。 

 これからも坂出市に住み続ける意向については、「総じて住み続けたい（住み続けたい＋できれば住み続

けたい 計 1,010（65.9％））」は、半数以上を占める。（年齢別でみると、30～39 歳、50 歳以上は「住み続け

たい」、20～29 歳、40～49 歳は「できれば住み続けたい」、16～19 歳は「どちらともいえない」が最も多くな

っている。） 

 住み続けたい理由は、「住み慣れているから（64.5％）」が最も多く、次いで「生まれ育ったまちだから

（37.7％）」、「家族が住んでいる（35.6％）」、「地元に愛着があるから（30.0％）」となっている。 

 一方で市外に住みたい理由は、「買い物など日常生活が便利なまちに住みたい（75.3％）」が最も多く、次

いで「公共交通やインフラ整備が充実したまちに住みたい（45.1％）」、「働く場所が多いまちに住みたい

（36.8％）」、「芸術や文化、スポーツ等が活発なまちに住みたい（22.0％）」となっている。 

 住みにくいと感じる理由で挙がっていた項目とも重複しており、買い物先が充実しており、便利で住みよく、

働ける場所もある環境が求められている。 

 

＜日常生活における暮らしの満足度・幸福度などについて＞ p16～21 

 日常生活に関する満足度は、「5 点（22.2％）」が最も多く、次いで、「7 点、8点（共に 20.2％）」となっている。

性別でみると、女性は「8点」の最も多くなっている。年齢別にみると７点以上の回答が多い層は、16～29歳、

40～74 歳となっている。 

 生活の幸福度は、「8 点（20.5％）」が最も多く、次いで、「5 点（19.6％）」、「7 点（19.1％）」となっている。性

別でみると、女性は「8点」が最も多くなっている。年齢別にみると7点以上の回答が多い層は、16～29歳、

40～74 歳となっている。 

 町内（集落）の幸福度は、「5点（34.4％）」が最も多く、次いで「7点（16.4％）」、「6点（13.0％）」となっている。

性別、年齢別でみても、全体と同じ傾向となっている。 
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＜自分のまちへの愛着などについて＞ p22～23 

 まちへの愛着については、「総じて愛着がある（愛着がある＋やや愛着がある 計 1,026（67.0％））」との回

答は半数以上を占める。年齢別にみると、20～29 歳、75 歳以上は「愛着がある」が最も多くなっている。 

 愛着や誇りを感じていること、市外の人に自慢したいものの上位としては、「瀬戸大橋」が最も多く、次いで、

「自然」、「祭り」となっている。 

 

＜坂出市の今後の理想の姿について＞ p24～29 

 「10年後、20年後、30年後の坂出市のまちの姿」については、10年後の坂出市のまちの姿としては、「子ど

も」、「駅前」、「活気」が上位となっており、動詞や形容詞においては、「増える」、「集まる」、「住みやすい」、

「子育てしやすい」が上位となっている。子どもが増えることや駅前の活気、人が集まること、総じて住みや

すい環境が求められている。 

 20 年後の坂出市のまちの姿に関しては、「子ども」、「充実」、「活気」が上位となっており、動詞や形容詞に

おいては、「増える」、「住む」、「多い」、「住みやすい」等が上位となっている。10 年後と変わらず、「子ども」

のワードが上位となっていることから、子どもをはじめとした若い層の増加を期待されている。 

 30 年後の坂出市のまちの姿に関しては、「子ども」、「人口」、「高齢者」が上位となっており、動詞や形容詞

においては、「増える」、「住む」、「住みやすい」、「多い」等が上位となっている。20 年後と変わらず、「子ど

も」のワードが上位となっており、「住みやすい」環境も求められている。 

 10～30 年共通して「子ども」のワードが多く挙がっていることから、「子ども」に関連する取組や方向性等が

求められている。 

 10 年後の坂出市の姿を実現するにあたって必要と思う取組は、「買い物などの日常生活の利便性向上

（40.8％）」が最も多く、次いで「子育て支援・環境の充実（26.0％）」、「仕事や雇用の創出（24.0％）」、「趣

味や娯楽の場の整備（18.5％）」となっている。年齢別にみると、30～39 歳は「子育て支援・環境の充実」が

最も多くなっている。 

 上記のほかに「10年後の坂出市の姿」を実現するにあたって必要な取組に関する、自由記述での主なアイ

デアとしては、「商業・飲食等の店舗や大型施設、娯楽施設、宿泊施設等の整備・充実」が最も多い。 

 日常生活の利便性向上やにぎわい・活力の創出と併せて、子育てや働く場の充実も求められている。 

 

＜坂出市のまちづくりについて＞ p30～33 

 現行のまちづくり基本構想において、示されている施策に対しての満足度については、「保健・医療の推進」

に関して、満足、やや満足と回答した人の合計が 31.3％と最も多い。次いで、「幼児期・学校教育の充実

（24.0％）」、「防災体制の強化・充実（23.5％）」、「環境保全と環境衛生の充実（22.8％）」となっている。一方

で、「観光の振興」をやや不満、不満と回答した人の合計が 29.2％と不満度が最も高い。次いで、「商工業・

サービス業の振興（28.1％）」、「都市環境の整備（27.7％）」、「都市基盤の整備（26.7％）」となっている。 

 重要度については、「保健・医療の推進」を高い、やや高いと回答した人の合計が 47.2％と最も高い。次い

で、「児童福祉・子育て世代への支援の充実（46.0％）」、「防災体制の強化・充実（45.7％）」、「幼児期・学

校教育の充実（43.5％）」となっている。一方で、「観光の振興」をやや低い、低いと回答した人の合計が

13.4％と最も高い。次いで、「国際交流の推進（11.2％）」、「移住・定住の促進（11.1％）」、「商工業・サービ

ス業の振興（11.0％）」となっている。 

 CS 分析から、『特に重点的に改善に取り組む必要があるもの』の領域には、「行財政運営の効率化と健全

財政の確保」、「都市基盤の整備」、「労働環境の充実」、「都市環境の整備」、「商工業・サービス業の振

興」の５項目が挙がっている。 

 前回アンケート結果と比較して、『特に重点的に改善に取り組む必要があるもの』の領域に今回も含まれる
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ものは、「行財政運営の効率化と健全財政の確保」、「労働環境の充実」、「商工業・サービス業の振興」、

「都市基盤の整備（下水道の整備のみ）」の４項目となっている。一方で、前回結果に含まれているが、今

回結果では領域に含まれていないものとしては、「観光の振興」、「障がい者（児）福祉の充実」、「児童福

祉・子育て世代への支援の充実」の 3項目となっている。 

 前回結果、今回結果ともに、領域に挙がっている項目は、特に市民が改善を望むものであり、早急に対応

が必要なものであると考えられる。 

 

＜坂出駅前拠点施設の整備（中心市街地活性化公民連携事業）について＞ p34～35 

 「事業名称や事業があることは知っていた（47.4％）」が最も多く、次いで「事業内容も含めて知っていた

（22.9％）」、「全く知らなかった（22.3％）」となっている。 

 駅前拠点施設が整備されたら、「総じて利用したい（利用したい＋どちらかといえば利用したい（72.4％））」

は、7 割以上を占める。 

 駅前拠点施設に期待する機能は、「カフェやラウンジ等の憩いの空間（75.7％）」が最も多く、次いで「図書

館機能（59.8％）」、「市民活動・交流機能（31.1％）」、「学習スペースやコワーキングスペース等の機能

（29.5％）」となっている。年齢別でみると、60～74 歳は図書館機能が最も多くなっている。 

 

＜カーボンニュートラルの実現に向けて＞ p36 

 カーボンニュートラルの実現に向けた取組は、「総じて必要だと思う（必要だと思う＋どちらかといえば必要

だと思う 計 1,102（71.9％））」は、7 割以上を占める。 

 そのために必要だと思う取組は、「ごみの減量化（ごみの分別、食品ロスの取組）（61.１％）」が最も多く、次

いで「クールビズ・ウォームビズの実施や冷暖房温度の適正設定（37.9％）」、「マイバック、マイボトル等の

利用（37.4％）」、「LED照明や省エネ性能の高い家電への買い替え（36.0％）」となっている。 

 

＜就職について＞ p37～43 

 働きたい業種は、「医療、福祉（20.7％）」が最も多く、次いで「公務（15.4％）」、「教育、学習支援業

（12.7％）」、「情報通信業（11.9％）」となっている。性別でみると、男性は「情報通信業」、女性は「医療・福

祉」が多くなっている。年齢別でみると、どの年齢も「医療・福祉」が最も多く、次いで 16～19歳は「教育、学

習支援業」、20～24 歳は「公務」となっている。 

 希望する就職先は、「あるかどうかわからない（32.9％）」が最も多く、次いで「ない（23.3％）」、「あると思う

（18.6％）」、「ある（17.0％）」となっている。 

 働きたい企業・職業がある地域は、「関西圏（京都府、大阪府、兵庫県）（51.4％）」が最も多く、次いで「東

京圏（東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県）（42.5％）」、「高松市（28.8％）」「香川県内（坂出市、高松市以

外）（16.5％）」となっている。 

 就業場所でみると、坂出市で就業している人は「高松市」、「関西圏」、「東京圏」、高松市で就業している人

は「高松市」、丸亀市で就業している人は「高松市」「東京圏」が多くなっている。 

 

＜結婚・出産・子育てについて＞ p44～50 

 出産・子育てに対して、困っていることについては、「出産や子育てに対する経済的負担に不安がある

（22.5％）」が最も多く、次いで「遊び場や子育て支援施設等の施設が不足している（20.8％）」、「買い物、

公共交通等、日常生活が不便である（17.6％）」、「産婦人科等の産科医療が近くにない、不足している

（16.3％）」となっている。性別でみると、男性は「出産や子育てに対する経済的負担に不安がある」、女性

は「遊び場や子育て支援施設等の施設が不足している」の回答が多くなっている。 

 年齢別でみると、20～29 歳、60～74 歳は「出産や子育てに対する経済的負担に不安がある」、30～59 歳
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は「遊び場や子育て支援施設等の施設が不足している」、75 歳以上は「買い物、公共交通等、日常生活が

不便である」の回答が多くなっている。 

 また、出産・子育てに対して、充実してほしい取組は、「歩道や公園等の整備による道路や遊び場の安全

性の確保（22.2％）」が最も多く、次いで「子育て支援制度の機能、サービスの強化（21.0％）」、「幼児教育

や保育料の無償化（18.8％）」、「子どもにかかる医療費の助成対象の拡大（15.8％）」となっている。 

 性別でみると、男性は、「子育て支援制度の機能、サービスの強化」、女性は「歩道や公園等の整備による

道路や遊び場の安全性の確保」の回答が多くなっている。 

 年齢別でみると、16～19 歳は「幼児教育や保育料の無償化」、20～29 歳は「子どもにかかる医療費の助成

対象の拡大」、30代以上は「歩道や公園等の整備による道路や遊び場の安全性の確保」の回答が多くなっ

ている。 

 出産・子育てに関して取り組んでほしい新たな支援や、取り組んだらいいと思うアイデアに関する、自由記

述での主な意見は「子育て全般に関する経済的支援」が最も多い。 

 

＜今後の暮らしへの支援や生きがいについて＞ p51～56 

 将来も安心して住み続けるために必要なことは、「買い物等の場所が充実し、日常生活が便利なこと

（50.8％）」が最も多く、次いで「医療機関や福祉施設が利用しやすいこと（50.3％）」、「自然災害が少ない、

災害に強いこと（28.3％）」、「治安がよいこと（24.3％）」となっている。年齢別にみると、16～19 歳、50 歳以

上は「医療機関や福祉施設が利用しやすいこと」、それ以外の年齢は「買い物等の場所が充実し、日常生

活が便利なこと」が最も多くなっている。 

 実施・拡充してもらいたい暮らしへの支援については、「介護・ケアサービス（40.0％）」が最も多く、次いで

「買い物や通院の付き添い・移動サービス（38.0％）」、「健康維持・増進のためのサービス（25.5％）」、「日

常生活の困りごとへの相談・支援（24.2％）」となっている。 

 取り組んでほしい暮らしへの支援や生きがいづくりに関する、自由記述での主な意見は、「日常生活の困り

ごとへの相談、支援」、「移動手段や交通サービス充実」が最も多い。 

 

＜まちづくりの参加について＞ p56 

 坂出市のまちづくりの参加意向については、「総じて参加したい（ぜひ参加したい＋機会があれば参加した

い 計 805（52.5％））」は、半数程度を占める。 

 坂出市のまちづくりに自分の意見を反映する方法としては、「市からのアンケートに回答して意見を伝える

（61.4％）」が最も多く、次いで「SNS（市公式 LINE）等に投稿する（21.5％）」、「市役所の職員等に直接、意

見・相談する（15.1％）」、「市で主催するワークショップや意見交換会等に参加する（14.9％）」となっている。 

 まちづくりに対しての意見反映の方法としては、アンケートや SNS 等を通じた手法のニーズが高い。 
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■集計報告 

１ あなたご自身のことについてお伺いします。 

問1.   国籍 問2.   性別 

国内

1487

97.1%

国外

31

2.0%

無回答

14

0.9%

[n=1,532]

 

男性

661

43.1%

女性

837

54.6%

答えたくない

13

0.8%

無回答

21

1.4%

[n=1,532]

 

問3.   年齢 問4.   住まいの地区 

16～19歳

186

12.1%

20～24歳

191

12.5% 25～29歳

51

3.3%

30～34歳

87

5.7%

35～39歳

109

7.1%40～44歳

86

5.6%

45～49歳

131

8.6%
50～54歳

110

7.2%

55～59歳

47

3.1%

60～64歳

72

4.7%

65～74歳

178

11.6%

75歳以上

271

17.7%

無回答

13

0.8%

[n=1,532]

 

西部地区

156

10.2%

中央地区

192

12.5%

東部地区

230

15.0%

金山地区

141

9.2%

西庄地区

38

2.5%

林田地区

169

11.0%

加茂地区

97

6.3%

与島地区

19

1.2%

府中地区

107

7.0%

川津地区

188

12.3%

松山地区

109

7.1%

王越地区

26

1.7%

坂出市外

33

2.2%

無回答

27

1.8%

[n=1,532]
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問5.   同居家族の構成 

単身世帯

188

12.3%

夫婦のみの世帯

317

20.7%

両親と子の世帯

619

40.4%

親・子・孫の

三世代世帯

125

8.2%

ひとり親世帯

86

5.6%

その他

175

11.4%

無回答

22

1.4%

[n=1,532]

 

問 5 で「両親と子の世帯」、「親・子・孫の三世代世帯」、「ひとり親世帯」を選んだ方にお伺いします。 

問５-１．  お子さんの人数（同居のみ） 

1人

289

34.8%

2人

249

30.0%

3人

85

10.2%

4人以上

29

3.5%

無回答

178

21.4%

[n=830]

 

問6.   坂出市での居住状況 問7.   坂出市に居住している年数(通算) 

坂出市で生まれ、

ずっと住んでいる

562

36.7%

坂出市で生まれ、

市外に住んだことが

あるが、帰ってきた

369

24.1%

坂出市以外から

転入し、ずっと住

んでいる

514

33.6%

生まれは他所で、坂出市に

住むのも一時期だけである

65

4.2%

無回答

22

1.4%

[n=1,532]

 

1年未満

31

2.0%

1～4年

86

5.6% 5～9年

87

5.7%

10～19年

337

22.0%

20～29年

231

15.1%

30年以上

737

48.1%

無回答

23

1.5%

[n=1,532]
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問8.   職業(雇用・就業の形態)を教えてください。 
農林水産業

25

1.6%

自営業・専従者等

（農林水産業以外

の個人事業主）

85

5.5%

会社員・団体

職員・公務員

545

35.6%

パート・アル

バイト・臨時

雇い等

154

10.1%

家事専業

93

6.1%

無職

306

20.0%

学生

271

17.7%

その他

32

2.1%

無回答

21

1.4%

[n=1,532]

 

問 8 で「農林水産業」、「自営業・専従者等（農林水産業以外の個人事業主）」、「会社員・団体職員・公

務員」、「パート・アルバイト・臨時雇い等」のいずれかを選んだ方にお伺いします。 

問８-１．  あなたの就業場所を教えてください。 

坂出市

425

52.5%

高松市（隣接市）

143

17.7%

丸亀市（隣接市）

97

12.0%

宇多津町（隣接町）

43

5.3%
その他の

県内市町

76

9.4%

その他

12

1.5%

無回答

13

1.6%

[n=809]
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問８-２．  あなたの業種はどれですか。 

142

128

66

60

59

52

45

40

39

35

33

23

21

17

16

11

5

4

2

2

9

(17.5 %)

(15.8 %)

(8.1 %)

(7.4 %)

(7.3 %)

(6.4 %)

(5.6 %)

(4.9 %)

(4.8 %)

(4.4 %)

(4.1 %)

(2.8 %)

(2.6 %)

(2.1 %)

(2.0 %)

(1.4 %)

(0.6 %)

(0.5 %)

(0.2 %)

(0.2 %)

(1.1 %)

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

医療、福祉

製造業

卸売業、小売業

公務

建設業（設備工事業を含む）

その他のサービス業

教育、学習支援業

宿泊業・飲食サービス業

運輸業、郵便業

上記以外のもの

農業、林業

電気・ガス・熱供給・水道業

金融業、保険業

学術研究、専門・技術サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

情報通信業

漁業（水産養殖業を含む）

複合サービス業

不動産業、物品賃貸業

鉱業、採石業、砂利採取業

無回答

[n=809]
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■年齢別クロス 

合計 農業、林業 漁業（水産養殖
業を含む）

鉱業、採石業、
砂利採取業

建設業（設備工
事業を含む）

製造業 電気・ガス・熱
供給・水道業

情報通信業 運輸業、郵便業 卸売業、小売業 金融業、保険業 不動産業、物品
賃貸業

学術研究、専
門・技術サービ

ス業

宿泊業・飲食
サービス業

生活関連サービ
ス業、娯楽業

教育、学習支援
業

医療、福祉

809 33 5 2 59 128 23 11 39 66 21 2 17 40 16 45 142

100.0 % 4.1 % 0.6 % 0.2 % 7.3 % 15.8 % 2.8 % 1.4 % 4.8 % 8.2 % 2.6 % 0.2 % 2.1 % 4.9 % 2.0 % 5.6 % 17.6 %

7 0 0 0 0 2 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 28.6 % 14.3 % 0.0 % 0.0 % 14.3 % 0.0 % 0.0 % 14.3 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 14.3 %

136 6 0 1 12 21 5 1 6 4 5 0 2 5 6 6 26

100.0 % 4.4 % 0.0 % 0.7 % 8.8 % 15.4 % 3.7 % 0.7 % 4.4 % 2.9 % 3.7 % 0.0 % 1.5 % 3.7 % 4.4 % 4.4 % 19.1 %

174 6 0 0 10 33 3 2 5 10 6 0 4 11 0 13 38

100.0 % 3.4 % 0.0 % 0.0 % 5.7 % 19.0 % 1.7 % 1.1 % 2.9 % 5.7 % 3.4 % 0.0 % 2.3 % 6.3 % 0.0 % 7.5 % 21.8 %

190 3 2 1 15 37 5 5 11 15 5 0 3 7 5 6 31

100.0 % 1.6 % 1.1 % 0.5 % 7.9 % 19.5 % 2.6 % 2.6 % 5.8 % 7.9 % 2.6 % 0.0 % 1.6 % 3.7 % 2.6 % 3.2 % 16.3 %

129 0 0 0 8 16 3 2 8 21 5 2 4 12 4 8 20

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 6.2 % 12.4 % 2.3 % 1.6 % 6.2 % 16.3 % 3.9 % 1.6 % 3.1 % 9.3 % 3.1 % 6.2 % 15.5 %

117 7 0 0 8 15 3 0 4 12 0 0 3 3 0 10 23

100.0 % 6.0 % 0.0 % 0.0 % 6.8 % 12.8 % 2.6 % 0.0 % 3.4 % 10.3 % 0.0 % 0.0 % 2.6 % 2.6 % 0.0 % 8.5 % 19.7 %

55 11 3 0 6 4 3 1 5 3 0 0 0 2 1 2 2

100.0 % 20.0 % 5.5 % 0.0 % 10.9 % 7.3 % 5.5 % 1.8 % 9.1 % 5.5 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 3.6 % 1.8 % 3.6 % 3.6 %

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 100.0 %

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳

 

複合サービス業 その他の
サービス業

公務 上記以外のもの 無回答

4 52 60 35 9

0.5 % 6.4 % 7.4 % 4.3 % 1.1 %

0 1 0 0 0

0.0 % 14.3 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

0 9 13 5 3

0.0 % 6.6 % 9.6 % 3.7 % 2.2 %

1 8 19 5 0

0.6 % 4.6 % 10.9 % 2.9 % 0.0 %

0 13 11 13 2

0.0 % 6.8 % 5.8 % 6.8 % 1.1 %

0 8 5 2 1

0.0 % 6.2 % 3.9 % 1.6 % 0.8 %

2 9 10 7 1

1.7 % 7.7 % 8.5 % 6.0 % 0.9 %

1 4 2 3 2

1.8 % 7.3 % 3.6 % 5.5 % 3.6 %

0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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２ 坂出市での暮らしについてお伺いします。 

問9. 坂出市は住みやすいまちだと思いますか。 

 「どちらかといえば住みやすい（39.7％）」が最も

多く、次いで「住みやすい（23.0％）」、「どちらも

いえない（21.8％）」、「どちらかといえば住みにく

い（10.4％）」となっている。 

 「総じて住みやすい（住みやすい＋どちらかとい

えば住みやすい 計 960（62.7％））」は、半数以

上を占める。 

 年齢別にみると、どの年齢も全体の傾向と同様

の結果となっている。 

住みやすい

352

23.0%

どちらかといえば

住みやすい

608

39.7%

どちらともいえない

334

21.8%

どちらかといえば

住みにくい

160

10.4%

住みにくい

52

3.4%

無回答

26

1.7%

[n=1,532]

 

 

問 9 で 「住みやすい」、「どちらかといえば住みやすい」を選んだ方にお伺いします。 

問９-１．  住みやすいと感じる理由を教えてください。（あてはまるもの 5つまで選択） 

 住みやすいと感じる理由は「自然災害が少ない、災害に強い（61.1％）」が最も多く、次いで「静か（のど

か）で生活環境がよい（46.5％）」、「治安がよい（36.9％）」、「自然が豊かである（気候や景色がよい）

（31.5％）」、「都市部へアクセスがよい（31.3％）」のとなっている。 

 年齢別にみると、どの年齢も全体の傾向と同様の結果となっている。 

587

446

354

302

300

289

211

194

116

102

97

88

59

58

24

15

12

8

11

17

(61.1 %)

(46.5 %)

(36.9 %)

(31.5 %)

(31.3 %)

(30.1 %)

(22.0 %)

(20.2 %)

(12.1 %)

(10.6 %)

(10.1 %)

(9.2 %)

(6.1 %)

(6.0 %)

(2.5 %)

(1.6 %)

(1.3 %)

(0.8 %)

(1.1 %)

(1.8 %)

0 100 200 300 400 500 600 700

自然災害が少ない、災害に強い

静か（のどか）で生活環境がよい

治安がよい

自然が豊かである（気候や景色がよい）

都市部へのアクセスがよい

医療機関や福祉施設が利用しやすい

通勤・通学や日常の移動が便利

買い物等の場所が充実し、日常生活が便利

不満がない・不便を感じない

近隣やコミュニティの人間関係がよい

子育てがしやすい

教育環境がよい

物価（土地・住宅を含む）が安い

まちがきれいで生活環境がよい

道路や公園、上下水道等のインフラ整備が充実

働く場所が多い

芸術や文化、スポーツ等が活発

産業が盛ん

その他

無回答

[n=960]
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問 9 で「どちらかといえば住みにくい」、「住みにくい」を選んだ方にお伺いします。 

問９-２．  住みにくいと感じる理由を教えてください（あてはまるもの 5 つまで選択） 

 住みにくいと感じる理由は、「買い物等の場所がなく、日常生活が不便（74.5％）」が最も多く、次いで「産

業が衰退（44.3％）」、「通勤・通学や日常の移動が不便（36.8％）」、「働く場所が少ない（34.0％）」となっ

ている。 

 年齢別にみると、どの年齢も全体の傾向と同様の結果となっている。 

158

94

78

72

58

57

49

27

26

24

22

19

11

10

8

6

5

34

6

(74.5 %)

(44.3 %)

(36.8 %)

(34.0 %)

(27.4 %)

(26.9 %)

(23.1 %)

(12.7 %)

(12.3 %)

(11.3 %)

(10.4 %)

(9.0 %)

(5.2 %)

(4.7 %)

(3.8 %)

(2.8 %)

(2.4 %)

(16.0 %)

(2.8 %)

0 50 100 150 200

買い物等の場所がなく、日常生活が不便

産業が衰退

通勤・通学や日常の移動が不便

働く場所が少ない

道路や公園、上下水道等のインフラ整備が不十分

芸術や文化、スポーツ等に活気がない

都市部へのアクセスが悪い

医療機関や福祉施設が利用しにくい

子育てがしにくい

近隣やコミュニティの人間関係が悪い

まちが汚く生活環境が悪い

物価（土地・住宅を含む）が高い

騒音等で生活環境が悪い

教育環境が悪い

治安が悪い

自然災害が多い、災害に弱い

気候や景観が悪い

その他

無回答

[n=212]
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問10. これからも坂出市に住み続けたいと思いますか。 

 「住み続けたい（33.9％）」が最も多く、次いで、

「できれば住み続けたい（32.0％）」、「どちらとも

いえない（20.0％）」、「できれば市外に住みたい

（7.8％）」となっている。 

 「総じて住み続けたい（住み続けたい＋できれ

ば住み続けたい 計 1,010（65.9％））」は、半数

以上を占める。 

 年齢別でみると、30～39 歳、50 歳以上は「住み

続けたい」、20～29 歳、40～49 歳は「できれば

住み続けたい」、16～19 歳は「どちらともいえな

い」が最も多くなっている。 

住み続けたい

519

33.9%

できれば住み続けたい

491

32.0%

どちらともいえない

307

20.0%

できれば市外に

住みたい

120

7.8%

市外に住みたい

62

4.0%

無回答

33

2.2%

[n=1,532]

 

 

■年齢別クロス 

合計 住み続けたい できれば住み続
けたい

どちらともいえ
ない

できれば市外に
住みたい

市外に住みたい 無回答

1,532 519 491 307 120 62 33

100.0 % 33.9 % 32.0 % 20.0 % 7.8 % 4.0 % 2.2 %

186 24 50 60 31 19 2

100.0 % 12.9 % 26.9 % 32.3 % 16.7 % 10.2 % 1.1 %

242 57 68 66 23 24 4

100.0 % 23.6 % 28.1 % 27.3 % 9.5 % 9.9 % 1.7 %

196 63 59 44 25 4 1

100.0 % 32.1 % 30.1 % 22.4 % 12.8 % 2.0 % 0.5 %

217 62 85 45 16 7 2

100.0 % 28.6 % 39.2 % 20.7 % 7.4 % 3.2 % 0.9 %

157 59 52 33 8 5 0

100.0 % 37.6 % 33.1 % 21.0 % 5.1 % 3.2 % 0.0 %

250 107 93 36 9 1 4

100.0 % 42.8 % 37.2 % 14.4 % 3.6 % 0.4 % 1.6 %

271 146 82 22 7 2 12

100.0 % 53.9 % 30.3 % 8.1 % 2.6 % 0.7 % 4.4 %

13 1 2 1 1 0 8

100.0 % 7.7 % 15.4 % 7.7 % 7.7 % 0.0 % 61.5 %

0 0 0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

40～49歳

全体

16～19歳

20～29歳

30～39歳

50～59歳

60～74歳

75歳以上

無回答

非該当
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問 10 で 「住み続けたい」、「できれば住み続けたい」を選んだ方にお伺いします。 

問 10-1．  坂出市に住み続けたいのはなぜですか。（あてはまるもの 3つまで選択) 

 住み続けたい理由は、「住み慣れているから（64.5％）」が最も多く、次いで「生まれ育ったまちだから

（37.7％）」、「家族が住んでいる（35.6％）」、「地元に愛着があるから（30.0％）」となっている。 

 年齢別にみると、どの年齢も全体の傾向と同様の結果となっている。 

651

381

360

303

196

121

101

18

5

52

41

20

(64.5 %)

(37.7 %)

(35.6 %)

(30.0 %)

(19.4 %)

(12.0 %)

(10.0 %)

(1.8 %)

(0.5 %)

(5.2 %)

(4.1 %)

(2.0 %)

0 100 200 300 400 500 600 700

住み慣れているから

生まれ育ったまちだから

家族が住んでいるから

地元に愛着があるから

友人や知人が住んでいるから

買い物や交通の利便性が良いから

自然が豊かだから

まちに魅力があるから

まちに活気や賑わいがあるから

特に理由はない

その他

無回答

[n=1,010]
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問 10 で「できれば市外に住みたい」、「市外に住みたい」を選んだ方にお伺いします。 

問 10-2．  坂出市外に住みたい理由を教えてください。（あてはまるもの 3つまで選択) 

 市外に住みたい理由は、「買い物など日常生活が便利なまちに住みたい（75.3％）」が最も多く、次いで

「公共交通やインフラ整備が充実したまちに住みたい（45.1％）」、「働く場所が多いまちに住みたい

（36.8％）」、「芸術や文化、スポーツ等が活発なまちに住みたい（22.0％）」となっている。 

 年齢別にみると、55～59歳は「医療機関や福祉施設が充実したまちに住みたい」、「働く場所が多いまち

に住みたい」も多くなっている。 

 年齢別にみると、どの年齢も全体の傾向と同様の結果となっている。 

137

82

67

40

31

21

14

12

10

8

5

14

5

(75.3 %)

(45.1 %)

(36.8 %)

(22.0 %)

(17.0 %)

(11.5 %)

(7.7 %)

(6.6 %)

(5.5 %)

(4.4 %)

(2.7 %)

(7.7 %)

(2.7 %)

0 50 100 150 200

買い物など日常生活が便利なまちに住みたい

公共交通やインフラ整備が充実したまちに住みたい

働く場所が多いまちに住みたい

芸術や文化、スポーツ等が活発なまちに住みたい

医療機関や福祉施設が充実したまちに住みたい

子育てしやすいまちに住みたい

物価が安いまちに住みたい

気候や景観がよいまちに住みたい

教育環境がよいまちに住みたい

治安がよいまちに住みたい

自然災害が少ないまちに住みたい

その他

無回答

[n=182]
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３ 日常生活における暮らしの満足度などについてお伺いします。 

問11. 現在、あなたは日常生活にどの程度満足していますか。「とても満足」を 10 点、「とても

不満足」を 0点とすると、何点くらいになると思いますか。 

 日常生活に関する満足度は、「5点（22.2％）」が最も多く、次いで、「7点、8点（共に 20.2％）」となっている。 

 平均点は、6.4点となっている。 

 性別でみると、女性は「8 点」が最も多くなっている。 

 年齢別にみると 7点以上の回答が多い層は、16～29 歳、40～74 歳となっている。 

10

9

20

68

69

340

201

310

310

78

85

32

(0.7 %)

(0.6 %)

(1.3 %)

(4.4 %)

(4.5 %)

(22.2 %)

(13.1 %)

(20.2 %)

(20.2 %)

(5.1 %)

(5.5 %)

(2.1 %)

0 50 100 150 200 250 300 350 400

0点

1点

2点

3点

4点

5点

6点

7点

8点

9点

10点

無回答

[n=1,532]

 

 

※クロス集計については 19 ページ参照 
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問12. 現在、あなたの生活はどの程度幸せですか。「とても幸せ」を 10点、「とても不幸」を 0点

とすると、 何点くらいになると思いますか。 

 生活の幸福度は、「8 点（20.5％）」が最も多く、次いで、「5 点（19.6％）」、「7 点（19.1％）」となっている。 

 平均点は、6.8 点となっている。 

 性別でみると、女性は「8 点」が最も多くなっている。 

 年齢別にみると 7点以上の回答が多い層は、16～29 歳、40～74 歳となっている。 

9

7

23

38

67

301

157

293

314

129

156

38

(0.6 %)

(0.5 %)

(1.5 %)

(2.5 %)

(4.4 %)

(19.6 %)

(10.2 %)

(19.1 %)

(20.5 %)

(8.4 %)

(10.2 %)

(2.5 %)

0 50 100 150 200 250 300 350 400

0点

1点

2点

3点

4点

5点

6点

7点

8点

9点

10点

無回答

[n=1,532]

 

 

※クロス集計については 20 ページ参照 
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問13. 現在、あなたの町内（集落）の人々は、どの程度幸せですか。「とても幸せ」を 10 点、「と

ても不幸」を 0点とすると、何点くらいになると思いますか。 

 町内（集落）の幸福度は、「5点（34.4％）」が最も多く、次いで「7点（16.4％）」、「6点（13.0％）」となってい

る。 

 平均点は 5.9 点となっている。 

 性別、年齢別でみても、全体と同じ傾向となっている。 

14

10

24

63

86

527

199

252

169

41

58

89

(0.9 %)

(0.7 %)

(1.6 %)

(4.1 %)

(5.6 %)

(34.4 %)

(13.0 %)

(16.4 %)

(11.0 %)

(2.7 %)

(3.8 %)

(5.8 %)

0 100 200 300 400 500 600

0点

1点

2点

3点

4点

5点

6点

7点

8点

9点

10点

無回答

[n=1,532]

 

 

 

※クロス集計については 21 ページ参照 
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問１１. 現在、あなたは日常生活にどの程度満足していますか。「とても満足」を 10点、「とても不満足」を 0点とすると、何点くらいになると思いますか。 

■性別クロス 

合計 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答 平均点

1,532 10 9 20 68 69 340 201 310 310 78 85 32

100.0 % 0.7 % 0.6 % 1.3 % 4.4 % 4.5 % 22.2 % 13.1 % 20.2 % 20.2 % 5.1 % 5.5 % 2.1 %

661 6 5 10 32 28 151 94 137 125 28 32 13

100.0 % 0.9 % 0.8 % 1.5 % 4.8 % 4.2 % 22.8 % 14.2 % 20.7 % 18.9 % 4.2 % 4.8 % 2.0 %

837 3 3 9 35 40 181 103 169 185 50 49 10

100.0 % 0.4 % 0.4 % 1.1 % 4.2 % 4.8 % 21.6 % 12.3 % 20.2 % 22.1 % 6.0 % 5.9 % 1.2 %

13 1 1 1 1 1 3 1 1 0 0 3 0

100.0 % 7.7 % 7.7 % 7.7 % 7.7 % 7.7 % 23.1 % 7.7 % 7.7 % 0.0 % 0.0 % 23.1 % 0.0 %

21 0 0 0 0 0 5 3 3 0 0 1 9

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 23.8 % 14.3 % 14.3 % 0.0 % 0.0 % 4.8 % 42.9 %

第1位 第2位 第3位

6.4

6.3

6.5

5.2

無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 

■年齢別クロス 

合計 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答 平均値

1,532 10 9 20 68 69 340 201 310 310 78 85 32

100.0 % 0.7 % 0.6 % 1.3 % 4.4 % 4.5 % 22.2 % 13.1 % 20.2 % 20.2 % 5.1 % 5.5 % 2.1 %

186 1 0 2 6 7 26 31 46 41 11 12 3

100.0 % 0.5 % 0.0 % 1.1 % 3.2 % 3.8 % 14.0 % 16.7 % 24.7 % 22.0 % 5.9 % 6.5 % 1.6 %

242 3 1 5 15 10 46 28 42 49 13 22 8

100.0 % 1.2 % 0.4 % 2.1 % 6.2 % 4.1 % 19.0 % 11.6 % 17.4 % 20.2 % 5.4 % 9.1 % 3.3 %

196 2 4 4 8 8 51 27 36 28 11 15 2

100.0 % 1.0 % 2.0 % 2.0 % 4.1 % 4.1 % 26.0 % 13.8 % 18.4 % 14.3 % 5.6 % 7.7 % 1.0 %

217 1 2 5 12 7 49 28 54 36 15 6 2

100.0 % 0.5 % 0.9 % 2.3 % 5.5 % 3.2 % 22.6 % 12.9 % 24.9 % 16.6 % 6.9 % 2.8 % 0.9 %

157 1 1 1 10 8 35 17 29 35 6 12 2

100.0 % 0.6 % 0.6 % 0.6 % 6.4 % 5.1 % 22.3 % 10.8 % 18.5 % 22.3 % 3.8 % 7.6 % 1.3 %

250 1 1 1 8 13 60 36 47 65 9 6 3

100.0 % 0.4 % 0.4 % 0.4 % 3.2 % 5.2 % 24.0 % 14.4 % 18.8 % 26.0 % 3.6 % 2.4 % 1.2 %

271 1 0 2 9 15 72 32 56 55 13 12 4

100.0 % 0.4 % 0.0 % 0.7 % 3.3 % 5.5 % 26.6 % 11.8 % 20.7 % 20.3 % 4.8 % 4.4 % 1.5 %

13 0 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0 8

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 7.7 % 7.7 % 15.4 % 0.0 % 7.7 % 0.0 % 0.0 % 61.5 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳 6.4

6.4

6.4

6.4

6.7

6.5

6.2

6.3
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問１２． 現在、あなたの生活はどの程度幸せですか。「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0 点とすると、 何点くらいになると思いますか。 

 

■性別クロス 

合計 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答 平均点

1,532 9 7 23 38 67 301 157 293 314 129 156 38

100.0 % 0.6 % 0.5 % 1.5 % 2.5 % 4.4 % 19.6 % 10.2 % 19.1 % 20.5 % 8.4 % 10.2 % 2.5 %

661 7 4 12 17 37 141 68 139 128 41 52 15

100.0 % 1.1 % 0.6 % 1.8 % 2.6 % 5.6 % 21.3 % 10.3 % 21.0 % 19.4 % 6.2 % 7.9 % 2.3 %

837 1 3 10 19 27 155 85 150 185 88 100 14

100.0 % 0.1 % 0.4 % 1.2 % 2.3 % 3.2 % 18.5 % 10.2 % 17.9 % 22.1 % 10.5 % 11.9 % 1.7 %

13 1 0 1 1 3 1 1 1 1 0 3 0

100.0 % 7.7 % 0.0 % 7.7 % 7.7 % 23.1 % 7.7 % 7.7 % 7.7 % 7.7 % 0.0 % 23.1 % 0.0 %

21 0 0 0 1 0 4 3 3 0 0 1 9

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 4.8 % 0.0 % 19.0 % 14.3 % 14.3 % 0.0 % 0.0 % 4.8 % 42.9 %

第1位 第2位 第3位

6.8

6.5

7.0

5.6

無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 

■年齢別クロス 

合計 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答 平均値

1,532 9 7 23 38 67 301 157 293 314 129 156 38

100.0 % 0.6 % 0.5 % 1.5 % 2.5 % 4.4 % 19.6 % 10.2 % 19.1 % 20.5 % 8.4 % 10.2 % 2.5 %

186 1 0 3 1 3 22 23 46 35 20 26 6

100.0 % 0.5 % 0.0 % 1.6 % 0.5 % 1.6 % 11.8 % 12.4 % 24.7 % 18.8 % 10.8 % 14.0 % 3.2 %

242 2 0 3 6 12 39 26 40 46 21 38 9

100.0 % 0.8 % 0.0 % 1.2 % 2.5 % 5.0 % 16.1 % 10.7 % 16.5 % 19.0 % 8.7 % 15.7 % 3.7 %

196 1 1 3 9 12 44 21 26 32 18 26 3

100.0 % 0.5 % 0.5 % 1.5 % 4.6 % 6.1 % 22.4 % 10.7 % 13.3 % 16.3 % 9.2 % 13.3 % 1.5 %

217 4 1 3 4 13 46 16 46 45 19 17 3

100.0 % 1.8 % 0.5 % 1.4 % 1.8 % 6.0 % 21.2 % 7.4 % 21.2 % 20.7 % 8.8 % 7.8 % 1.4 %

157 1 3 4 4 6 30 14 26 37 14 16 2

100.0 % 0.6 % 1.9 % 2.5 % 2.5 % 3.8 % 19.1 % 8.9 % 16.6 % 23.6 % 8.9 % 10.2 % 1.3 %

250 0 0 4 6 7 55 25 60 63 14 14 2

100.0 % 0.0 % 0.0 % 1.6 % 2.4 % 2.8 % 22.0 % 10.0 % 24.0 % 25.2 % 5.6 % 5.6 % 0.8 %

271 0 2 3 8 14 64 29 49 55 23 19 5

100.0 % 0.0 % 0.7 % 1.1 % 3.0 % 5.2 % 23.6 % 10.7 % 18.1 % 20.3 % 8.5 % 7.0 % 1.8 %

13 0 0 0 0 0 1 3 0 1 0 0 8

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 7.7 % 23.1 % 0.0 % 7.7 % 0.0 % 0.0 % 61.5 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳 6.7

6.7

6.6

6.8

7.3

7.0

6.7

6.6
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問１３． 現在、あなたの町内（集落）の人々は、どの程度幸せですか。「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0点とすると、何点くらいになると思いますか。 

 

■性別クロス 

合計 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答 平均点

1,532 14 10 24 63 86 527 199 252 169 41 58 89

100.0 % 0.9 % 0.7 % 1.6 % 4.1 % 5.6 % 34.4 % 13.0 % 16.4 % 11.0 % 2.7 % 3.8 % 5.8 %

661 8 8 14 27 38 250 90 99 64 9 18 36

100.0 % 1.2 % 1.2 % 2.1 % 4.1 % 5.7 % 37.8 % 13.6 % 15.0 % 9.7 % 1.4 % 2.7 % 5.4 %

837 4 2 9 33 48 269 103 152 105 32 38 42

100.0 % 0.5 % 0.2 % 1.1 % 3.9 % 5.7 % 32.1 % 12.3 % 18.2 % 12.5 % 3.8 % 4.5 % 5.0 %

13 2 0 1 1 0 4 2 0 0 0 1 2

100.0 % 15.4 % 0.0 % 7.7 % 7.7 % 0.0 % 30.8 % 15.4 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 7.7 % 15.4 %

21 0 0 0 2 0 4 4 1 0 0 1 9

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 9.5 % 0.0 % 19.0 % 19.0 % 4.8 % 0.0 % 0.0 % 4.8 % 42.9 %

第1位 第2位 第3位

5.9

5.6

6.1

4.3

無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

■年齢別クロス 

合計 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答 平均値

1,532 14 10 24 63 86 527 199 252 169 41 58 89

100.0 % 0.9 % 0.7 % 1.6 % 4.1 % 5.6 % 34.4 % 13.0 % 16.4 % 11.0 % 2.7 % 3.8 % 5.8 %

186 1 1 2 5 9 66 20 36 15 9 12 10

100.0 % 0.5 % 0.5 % 1.1 % 2.7 % 4.8 % 35.5 % 10.8 % 19.4 % 8.1 % 4.8 % 6.5 % 5.4 %

242 4 1 5 6 13 76 35 34 31 5 18 14

100.0 % 1.7 % 0.4 % 2.1 % 2.5 % 5.4 % 31.4 % 14.5 % 14.0 % 12.8 % 2.1 % 7.4 % 5.8 %

196 3 2 2 3 19 76 23 20 21 5 10 12

100.0 % 1.5 % 1.0 % 1.0 % 1.5 % 9.7 % 38.8 % 11.7 % 10.2 % 10.7 % 2.6 % 5.1 % 6.1 %

217 4 3 4 11 14 89 24 26 23 3 5 11

100.0 % 1.8 % 1.4 % 1.8 % 5.1 % 6.5 % 41.0 % 11.1 % 12.0 % 10.6 % 1.4 % 2.3 % 5.1 %

157 1 1 3 8 4 63 19 24 15 6 4 9

100.0 % 0.6 % 0.6 % 1.9 % 5.1 % 2.5 % 40.1 % 12.1 % 15.3 % 9.6 % 3.8 % 2.5 % 5.7 %

250 1 1 5 19 14 75 40 53 26 4 2 10

100.0 % 0.4 % 0.4 % 2.0 % 7.6 % 5.6 % 30.0 % 16.0 % 21.2 % 10.4 % 1.6 % 0.8 % 4.0 %

271 0 1 3 10 13 78 38 59 38 9 7 15

100.0 % 0.0 % 0.4 % 1.1 % 3.7 % 4.8 % 28.8 % 14.0 % 21.8 % 14.0 % 3.3 % 2.6 % 5.5 %

13 0 0 0 1 0 4 0 0 0 0 0 8

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 7.7 % 0.0 % 30.8 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 61.5 %

第1位 第2位 第3位

40～49歳

30～39歳

20～29歳

無回答

75歳以上 6.2

50～59歳

60～74歳

5.9

6.1

6.1

5.8

5.5

5.8

5.7

16～19歳

全体
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４ 自分のまちへの愛着などについてお伺いします。 

問14. あなたは、坂出市に自分のまちとしての愛着がありますか。 

 「やや愛着がある（35.8％）」が最も多く、次いで

「愛着がある（31.1％）」、「どちらともいえない

（19.7％）」、「あまり愛着を感じていない（6.9％）」

となっている。 

 「総じて愛着がある（愛着がある＋やや愛着があ

る 計 1,026（67.0％））」は、半数以上を占める。 

 年齢別にみると、20～29 歳、75 歳以上は「愛着

がある」が最も多くなっている。 

愛着がある

477

31.1%

やや愛着がある

549

35.8%

どちらともいえない

302

19.7%

あまり愛着を

感じていない

105

6.9%

愛着を感じていない

58

3.8%

無回答

41

2.7%

[n=1,532]

 

 

■年齢別クロス 

合計 愛着がある やや愛着がある どちらともいえ
ない

あまり愛着を感
じていない

愛着を感じてい
ない

無回答

1,532 477 549 302 105 58 41

100.0 % 31.1 % 35.8 % 19.7 % 6.9 % 3.8 % 2.7 %

186 52 85 24 15 7 3

100.0 % 28.0 % 45.7 % 12.9 % 8.1 % 3.8 % 1.6 %

242 81 77 43 18 14 9

100.0 % 33.5 % 31.8 % 17.8 % 7.4 % 5.8 % 3.7 %

196 45 77 41 17 13 3

100.0 % 23.0 % 39.3 % 20.9 % 8.7 % 6.6 % 1.5 %

217 51 73 58 21 11 3

100.0 % 23.5 % 33.6 % 26.7 % 9.7 % 5.1 % 1.4 %

182 43 72 47 13 5 2

100.0 % 23.6 % 39.6 % 25.8 % 7.1 % 2.7 % 1.1 %

250 83 91 53 15 6 2

100.0 % 33.2 % 36.4 % 21.2 % 6.0 % 2.4 % 0.8 %

271 121 86 39 12 4 9

100.0 % 44.6 % 31.7 % 14.4 % 4.4 % 1.5 % 3.3 %

13 1 2 2 0 0 8

100.0 % 7.7 % 15.4 % 15.4 % 0.0 % 0.0 % 61.5 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問15. 坂出市の中であなたが愛着や誇りを感じていること、市外の人に自慢したいものを教え

てください。（自然、歴史、特産品、文化、遊び場、イベント、施設、人物、市民活動、景

観や風景、季節の雰囲気、まちの特徴などいくつでも結構ですので、できるだけ具体的

にご記入ください）（自由記述） 

 愛着や誇りを感じていること、市外の人に自慢し

たいものの上位としては、「瀬戸大橋」が最も多

く、次いで、「自然」、「祭り」となっている。 

 

 名詞 

1 位 瀬戸大橋 

2 位 自然 

3 位 祭り 
 

 

 

※ワードクラウド（出現頻度の高い単語ほど文字が大きく表示されている） 
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５ 坂出市の今後の理想の姿についてお伺いします。 

問16. これからの坂出市の 10 年後、20 年後、30 年後を想像してください。 そのとき、坂出市

がどのようなまちになっているとよいと思いますか。あなたが考える「10 年後、20 年後、

30 年後の坂出市のまちの姿」を一言で教えてください。（自由記述）  

【10 年後の坂出市のまちの姿】 

 名詞では、「子ども」、「駅前」、「活気」が上

位となっており、動詞や形容詞においては、

「増える」、「集まる」、「住みやすい」、「子育

てしやすい」が上位となっている。 

 子どもが増えることや駅前の活気、人が集ま

ること、総じて住みやすい環境が求められて

いる。 

 名詞 動詞 形容詞 

1 位 子ども 増える 住みやすい 

2 位 駅前 集まる 子育てしやすい 

3 位 活気 住む 多い 
 

 

 

 

【20 年後の坂出市のまちの姿】 

 名詞では、「子ども」、「充実」、「活気」が上

位となっており、動詞や形容詞においては、

「増える」、「住む」、「多い」、「住みやすい」

等が上位となっている。 

 10 年後と変わらず、「子ども」のワードが上位

となっていることから、子どもをはじめとした

若い層の増加を期待されている。 

 名詞 動詞 形容詞 

1 位 子ども 増える 多い 

2 位 充実 住む 住みやすい 

3 位 活気 集まる しやすい 
 

 

 

 

【30 年後の坂出市のまちの姿】 

 名詞では、「子ども」、「人口」、「高齢者」が

上位となっており、動詞や形容詞において

は、「増える」、「住む」、「住みやすい」、「多

い」等が上位となっている。 

 20 年後と変わらず、「子ども」のワードが上位

となっており、「住みやすい」環境も求められ

ている。 

 名詞 動詞 形容詞 

1 位 子ども 増える 住みやすい 

2 位 人口 住む 多い 

3 位 高齢者 暮らせる 優しい 
 

 

 

 

※ワードクラウド（出現頻度の高い単語ほど文字が大きく表示されている） 
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問17. 問 16 で回答された、あなたが考える「10 年後の坂出市の姿」を実現するにあたって、ど

んな取組が必要と思いますか。（あてはまるもの 3つまで選択）  

 10 年後の坂出市の姿を実現するにあたって必要と思う取組は、「買い物などの日常生活の利便性向上

（40.8％）」が最も多く、次いで「子育て支援・環境の充実（26.0％）」、「仕事や雇用の創出（24.0％）」、「趣

味や娯楽の場の整備（18.5％）」となっている。 

 年齢別にみると、30～39 歳は「子育て支援・環境の充実」が最も多くなっている。 

625

398

367

284

258

220

197

184

173

167

151

139

134

61

48

47

40

32

19

17

23

227

(40.8 %)

(26.0 %)

(24.0 %)

(18.5 %)

(16.8 %)

(14.4 %)

(12.9 %)

(12.0 %)

(11.3 %)

(10.9 %)

(9.9 %)

(9.1 %)

(8.7 %)

(4.0 %)

(3.1 %)

(3.1 %)

(2.6 %)

(2.1 %)

(1.2 %)

(1.1 %)

(1.5 %)

(14.8 %)

0 100 200 300 400 500 600 700

買い物など日常生活の利便性向上

子育て支援・環境の充実

仕事や雇用の創出

趣味や娯楽の場の整備

地域産業の活性化

高齢者福祉の充実

道路や公園、上下水道等のインフラ整備

保健・医療の充実

空き家対策等の住環境の整備

観光等による交流人口・関係人口の拡大

移住・定住・Ｕターンの促進

教育環境の充実

地域公共交通の活性化

防災・減災対策の強化

デジタル化の推進

自治会等の地域コミュニティの活性化

女性の活躍促進

文化、芸術の振興

温室効果ガス削減等の環境負荷の低減

国際交流の推進

その他

無回答

[n=1,532]
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■年齢別クロス 

合計 仕事や雇用の創
出

地域産業の活性
化

子育て支援・環
境の充実

教育環境の充実 保健・医療の充
実

高齢者福祉の充
実

買い物など日常
生活の利便性向

上

趣味や娯楽の場
の整備

空き家対策等の
住環境の整備

観光等による交
流人口・関係人

口の拡大

道路や公園、上
下水道等のイン

フラ整備

自治会等の地域
コミュニティの

活性化

地域公共交通の
活性化

防災・減災対策
の強化

移住・定住・Ｕ
ターンの促進

温室効果ガス削
減等の環境負荷

の低減

1,532 367 258 398 139 184 220 625 284 173 167 197 47 134 61 151 19

100.0 % 24.0 % 16.8 % 26.0 % 9.1 % 12.0 % 14.4 % 40.8 % 18.5 % 11.3 % 10.9 % 12.9 % 3.1 % 8.7 % 4.0 % 9.9 % 1.2 %

186 32 27 52 20 18 14 83 64 13 35 28 7 14 4 17 7

100.0 % 17.2 % 14.5 % 28.0 % 10.8 % 9.7 % 7.5 % 44.6 % 34.4 % 7.0 % 18.8 % 15.1 % 3.8 % 7.5 % 2.2 % 9.1 % 3.8 %

242 61 35 75 21 20 13 99 77 26 42 28 5 19 7 20 1

100.0 % 25.2 % 14.5 % 31.0 % 8.7 % 8.3 % 5.4 % 40.9 % 31.8 % 10.7 % 17.4 % 11.6 % 2.1 % 7.9 % 2.9 % 8.3 % 0.4 %

196 44 30 97 43 24 9 79 44 20 12 31 4 7 7 16 4

100.0 % 22.4 % 15.3 % 49.5 % 21.9 % 12.2 % 4.6 % 40.3 % 22.4 % 10.2 % 6.1 % 15.8 % 2.0 % 3.6 % 3.6 % 8.2 % 2.0 %

217 61 50 50 23 25 24 96 39 35 27 32 3 17 10 18 0

100.0 % 28.1 % 23.0 % 23.0 % 10.6 % 11.5 % 11.1 % 44.2 % 18.0 % 16.1 % 12.4 % 14.7 % 1.4 % 7.8 % 4.6 % 8.3 % 0.0 %

157 52 22 28 8 17 32 67 19 19 12 18 5 15 7 23 3

100.0 % 33.1 % 14.0 % 17.8 % 5.1 % 10.8 % 20.4 % 42.7 % 12.1 % 12.1 % 7.6 % 11.5 % 3.2 % 9.6 % 4.5 % 14.6 % 1.9 %

250 67 55 57 17 37 58 97 22 32 14 32 10 28 13 29 1

100.0 % 26.8 % 22.0 % 22.8 % 6.8 % 14.8 % 23.2 % 38.8 % 8.8 % 12.8 % 5.6 % 12.8 % 4.0 % 11.2 % 5.2 % 11.6 % 0.4 %

271 50 39 37 6 40 69 102 18 28 25 28 13 34 13 28 3

100.0 % 18.5 % 14.4 % 13.7 % 2.2 % 14.8 % 25.5 % 37.6 % 6.6 % 10.3 % 9.2 % 10.3 % 4.8 % 12.5 % 4.8 % 10.3 % 1.1 %

13 0 0 2 1 3 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 % 0.0 % 0.0 % 15.4 % 7.7 % 23.1 % 7.7 % 15.4 % 7.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳

 

デジタル化の推
進

女性の活躍促進 文化、芸術の振
興

国際交流の推進 その他 無回答

48 40 32 17 23 227

3.1 % 2.6 % 2.1 % 1.1 % 1.5 % 14.8 %

10 4 3 3 4 14

5.4 % 2.2 % 1.6 % 1.6 % 2.2 % 7.5 %

8 8 4 1 1 28

3.3 % 3.3 % 1.7 % 0.4 % 0.4 % 11.6 %

4 7 3 2 2 18

2.0 % 3.6 % 1.5 % 1.0 % 1.0 % 9.2 %

4 7 6 4 4 23

1.8 % 3.2 % 2.8 % 1.8 % 1.8 % 10.6 %

7 1 2 2 4 25

4.5 % 0.6 % 1.3 % 1.3 % 2.5 % 15.9 %

9 8 3 2 2 39

3.6 % 3.2 % 1.2 % 0.8 % 0.8 % 15.6 %

5 4 11 3 6 71

1.8 % 1.5 % 4.1 % 1.1 % 2.2 % 26.2 %

1 1 0 0 0 9

7.7 % 7.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 69.2 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問18. あなたが考える「10 年後の坂出市の姿」を実現するにあたって、問 17 以外にどんな取

組を行ったらいいと思いますか。具体的なアイデアをお書きください。（自由記述）  

 「10 年後の坂出市の姿」を実現するにあたって必要な取組に関して、主な意見をカテゴリーで分けると「商業・飲食

等の店舗や大型施設、娯楽施設、宿泊施設等の整備・充実」等に関する意向が多い結果となった。 

※原文を掲載。 

カテゴリー 件数 主な内容（抜粋） 

商業・飲食等の店舗や

大型施設、娯楽施設、

宿泊施設等の整備・充

実 

151  坂出イオンのように駅から徒歩圏内で総合型のショッピングモールができ
ると良いと思う  また 21 時ごろまで開いている自習室がほしい。 

 大きなスーパー等を呼び、若い人が集まる町に（岡山から近いのに）。 
 娯楽施設を増やして市外からも人が来てもらえるようにする。 
 高松の発展により人が通る町になるので、ビジネスホテル、飲食店、惣菜

屋、を発展させて欲しい。 
 市民が必ず行く公共の施設を、集まりやすく行きやすくまた居心地の良い

空間や場所にする。（現在の市役所も郵便局も遠くからのアクセス悪く、近
くにくつろぐ場所がない。座ることもできない。） 

 子どもが安全に遊べる場所がほしい。 
 商店街の活性化（ショッピングセンター、飲食店、ゲームセンターなど）スト

リートバスケ場、スケートボード場など。）。 
 坂出市のシンボルとなるような施設を作る。 
 市外の人が来てくれる場所を作る（飲食店や道の駅など）。 
 人が集まる施設を増やし、その周辺に飲食業が増える。 

駅周辺の整備、 

駅前開発 

50  坂出駅周辺、緩衝緑地エリア、中心市街地エリア等の再整備と駅周辺に
ホテルを早めに実現できればと思います。スーパーの早期は無理でしょう
か。個人の店がなくなって不便なので、皆さん困ってます。 

 坂出駅周辺の整備 (トイレ、ホテル、飲食店、ショッピングモール等)。 
 駅前を拠点にコンパクトシティ化する等、無作為に広がりすぎた生活圏の統合。 
 駅前の商業施設や商店街の活性化。 

にぎわいづくり・ 

魅力づくり 

40  友達や家族と休日に遊びに出かけられるような場所を増やす。 
 商店街の活性化。 
 瀬戸内芸術祭や高松市のアリーナコンサートなど、集客をチャンスとして

仕掛けて行く強さがあるといいと思います。 
 坂出の特産品のパッケージ等を若者向けデザイン（レトロ、モダンアート）に

したり、アートと地域産業のコラボ。 
 人を集めるような特徴のある町づくり（アニメや映画の誘致など）若い人が

来るカフェや店、駐車場をつくる。             

出産・子育て等の総合

的な支援 

40  学生や子どもを持つ家庭に支援を増やす。 
 第三子以外にももっと支援が必要だと思う。 
 保育園に入れない幼児を育てるお母さんが少しでも休める環境があれば

いいなと思う。 
 子育ても小さな子ではなく、高校生の年代もフォローしてその子たちが坂

出で良かったと思ってもらえるように。 
 子供世代への手厚い支援  異性間で結婚すること、子供を産むことに大

きなメリットを感じられるようにする。           

空地・空家・空き店舗

等の整備・活用・対策 

26  若い方に空家を活用して安い家賃で住んでもらう。 
 空き家に対しての建て壊しの補助。 
 空き地や耕作放棄地などを市が安くていいので買取り、商業地や住宅地

などにしてほしい。 
 市街地には空き家が多く、移住する人の妨げとなっているが時間の問題。 
 空き家を住めるようにして貸出す、または潰しておしゃれカフェを作る。       

企業誘致 22  交通拠点としてのメリットを活かし各種施設、企業の誘致。 
 大手商業企業の誘致、世界的に有名なまたは国内大手商業を積極的に

呼び込む。 
 番の州への企業誘致。 
 若い人が働けるように企業誘致をたくさんしていただきたい。 
 県、市に良い大学、企業の誘致。       

インフラ整備 22  道路の道幅が狭く、救急車、消防等の車が入らない場所が多くあり、災害
等の場合困ることが多くある、道路事情の改善。 

 歩行者、自転車、シニアカー等が安心して通行できる歩道、自転車道な
どの整備。 

 新たな道路は作らず、今ある物のメンテナンスに徹するべき。            
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公共交通全般の充実 22  車以外（バス等の充実）本数、移動しやすく。 
 電車やバスなどで移動できる範囲を増やす。 
 コミュニティーバス等、地域内での移動の利便性。 
 駅の利用者以外の人が利用できるように、バスの利用、タクシーの値下

げ、高齢者にタクシーチケット配布、学生の運賃値下げなど、利用者を増
やせる努力。 

 地域住民などが気軽に道路の現状を知らせるアプリやサイトなどを作る。       

イベントの開催等 19  若い人が坂出で起業したり、住みたいと思うようなイベントや支援があれば
良いと思う。 

 市民全員参加できるイベントを作る。 
 イベント、コンサート、学生たちが楽しく暮らせる町に。                  

高齢者福祉等の取組 16  高齢者が増えて施設に入らなくても、自分の家で在宅介護をしてもらえる
ようにしていただきたい。 

 高齢者の雇用を充実する。 
 高齢者福祉、保健等の充実。                                

若者にむけたまちづくり 16  若者が参加できる夢のある町づくり。中長期計画を持つ強いリーダシップ
を発揮できる人と体制。 

 若者第一で考えてほしい。若者の遊べるところとか、イベントをたくさんして
ほしい。 

 若者が定着するような政策を打ち出してほしい。定住奨励金、住宅建設
奨励金。  

行政の姿勢・取組 １6  行政の充実、誠意。 
 市のレベル UP（市役所）。 

市内だけでなく市内以外の部落にも、もっと市長や市議会の人に目を向
けてほしい。 

 坂出の議員や市長が市民の話しをちゃんと聞いて１年に１回はどんな取
組を行っているか、演説をして信頼されるようになったらいいと思う。 

 重点項目を絞り目標設定を明確にする。                          

交流の場 15  若い人や高齢者が交流する場所があれば（多くあれば）自然とコミュニケ
ーションが広がり、町が活気づくと思います。今は出かける場所が少なく、
友人ともなかなか会えない状況です。 

 住民同士の交流機会を増やし、信頼関係の向上を行う行事などを行う。 
 他地域との交流が盛んに行われて常に活気があること。                 

安心・安全 14  道路横の溝にフタをする。細い道が多いので、外灯を増やす。道路の余
計な白線をなくす。 

 通学路の整備（車のためではなく、子どものためだけに考えて作る。時間
帯で侵入禁止、一方通行、歩道の拡幅など）。 

 治安の良い町を維持するために、防犯カメラの設置を充実させる。         

保育・教育環境 14  教育機関の充実、文教地区として充実した町づくり。駅近で人の集まれる
町づくり。 

 教育現場の労働環境改善。市が教育費負担。学校の始業時間を少し遅
らせる。 

 保育所や幼稚園で働いている方の給料を上げ、延長保育として 21 時くら
いまでにする。子育てに必要な物品や食材を安い値段で売る。                  

公園の充実 14  坂出市にいろんな遊具がある大きい規模の公園をつくる。 
 公園が単なる景観が広がっているだけなので、大人が長く健康でいられる

ための健康器具、マシン（宇多津のように）設置してくれたら、健康な高齢
者が増えるので是非作ってほしい。 

 子供たちが子供たちだけで安心して遊べる公園が多く必要。              

税金等の取組 13  市民税減税、手当のある町。 
 ふるさと納税などを利用して、財源を確保し、公共交通や、雇用、高齢者

への生活が充実すれば、いいのかな？と思います。 
 市民の税金の免除、法人税の優遇、これによって市民と企業の活気が出

る。活気が出てからの税収なら納めても大丈夫。                           

観光振興 12  瀬戸内海観光都市グローバル化、世界への発信。 
 県外の友達に紹介できるもの、一緒に旅行できる場所、観光スポットを増やす。 
 インバウンドを活用する町おこし。 
 瀬戸大橋、五色台、東山美術館など国内外にPR して観光客も呼ぶ  宿

泊施設の開発。古民家再生も手段にする。                                

雇用、労働環境 10  所得制限は全てなくして、働きたいだけ働けるように、2024 年問題はドラ
イバーだけでなくすべての人対象に、働き過ぎのない職場にしてほしい。 

 若い人の就職（県外に就職しないようにする)。 
 働ける会社の誘致。遊べる場、憩いの場。 
 雇用の拡大。 
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大学誘致 10  大企業や若者が集まる学校（大学等を誘致する）。 
 大学を建てて若者が住めば自然と活気が出てくるような気がする。 
 駅前に大学をつくる（定住してもらう）。市内の小中学生たちに投票の行き

方や現状の課題などについて深く学び、議論してもらい自分がこの土地を
どうにかしたいと思ってもらう。                    

移住定住促進 

（流入人口増） 

9  転入、定住しやすくなるよう現住者の意識改革が必要だと思う。自治会な
ど旧組織を見直し改変する。 

 憧れのモデルとなるような「移住、定住、U ターン」の促進をしアピール。外
からの刺激、影響を活かせる柔軟な環境作り。            

住みたい・住みやすい

と思えるまちづくり 

8  子供達が住みやすい街にしてほしい。 
 図書館や駅周辺に公園施設など  子どもを第一に考えた施設、環境づくり。 
 子どもの人数が全体的に少ないと思うので大型施設の誘致もしくは中学

卒業まで病院代無償とか坂出市に住みたいようなまちづくりをおこなって
ほしい。 

駐車場整備 8  坂出駅、市民ホール、周辺の駐車場の増設。 
 駅前に大きい駐車場を作ること  月極や時間決め等各ニーズに合った駐

車場を提供すれば活性化すると思う。                                 

意向徴取 8  まちづくりの施策を決める際に若い世代の意見をもっと聞く。 
 現在の困りごとなど、きめ細かく拾い集める努力が必要と思う。 
 住民からのアイデアを取入れ計画的に町づくりをすすめる。             

経済的支援 7  各種助成金・給付金の充実。 
 小さな同じような考えを持った集団に助成金を出し集団内で地域に活性

化を感じられる町にする。                                         

マナー、清掃、清潔 7  街中のゴミをなくす、車の信号無視などのマナーの悪さをなくす。 
 市民一人一人の街づくり参加、清掃や街路樹の剪定、草抜きなど美しい

街を作るためのボランティア活動に市民全員が参加する。                      

SNS 等も含めた PR 7  商店街をはじめとした PR をインターネット､YouTube などで展開して人を呼
び込む。 

 SNS での多種多様な坂出市の情報発信。                          

農林水産業支援 6  農家を育成する場をつくる  農業の大切さを伝えるイベント、子どもへの
食育、または自然との触れ合い体験などの取組  有機産業に取り組む、
それを給食で出すなど農業に取り組んでること魅力的な街として PR。 

 魚（カキ？）の養殖をする。イチゴの栽培をしイチゴ狩りなど楽しめる場所を
作る（子どもも大人も楽しめる）。                                     

コミュニティ、文化 6  全世代が祭りに意欲的に参加することで  地域のコミュニティの強化(災
害時)  伝統継承。 

 各地区の住民と行政が一体となって自分たちの街はどうしたいのか長期
計画が必要。若い人たちが計画の中心になり高齢者は相談に乗るやり方
が良いと思う。  

交通全般に関する意見 5  車がないと生活できない地域なので、高齢ドライバーの運転の問題や、ガ
ソリンの高騰に対策が欲しい。 

 交通アクセスが豊かになるといいと思います。                      

スポーツ 5  子どもを対象にした普段の生活では経験できないようなスポーツ体験など 
 県内のスポーツ大会やリーグ戦に利用してもらえるさまざまなスポーツに

対応できる施設。県外から集ってくれるような大型商業施設や飲食店。            
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問19. 坂出市では、現行のまちづくり基本構想において、以下に示す施策に取り組んでいます。これらの取組について、あなたはどう感じていますか。それぞれの項目について、満足度、重要度をお答えください。 

【満足度】 

 「09.保健・医療の推進」に関して、満足、やや満足と回答した人の合計が 31.3％と最も多い。次いで、「14.幼児期・学校教育
の充実（24.0％）」、「05.防災体制の強化・充実（23.5％）」、「06.環境保全と環境衛生の充実（22.8％）」となっている。 

 一方で、「26.観光の振興」をやや不満、不満と回答した人の合計が29.2％と不満度が最も高い。次いで、「25.商工業・サービ
ス業の振興（28.1％）」、「20.都市環境の整備（27.7％）」、「19.都市基盤の整備（26.7％）」となっている。 

【重要度】 

 「09.保健・医療の推進」を高い、やや高いと回答した人の合計が47.2％と最も高い。次いで、「11.児童福祉・子育て世代への
支援の充実（46.0％）」、「05.防災体制の強化・充実（45.7％）」、「14.幼児期・学校教育の充実（43.5％）」となっている。 

 一方で、「26.観光の振興」をやや低い、低いと回答した人の合計が 13.4％と最も高い。次いで、「18.国際交流の推進
（11.2％）」、「23.移住・定住の促進（11.1％）」、「25.商工業・サービス業の振興（11.0％）」となっている。 
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凡例

01.市民参加によるまちづくり [n=1,532]

02.多様な連携の推進 [n=1,532]

03.行財政運営の効率化と健全財政の確保 [n=1,532]

04.男女共同参画社会の形成 [n=1,532]

05.防災体制の強化・充実 [n=1,532]

06.環境保全と環境衛生の充実 [n=1,532]

07.交通安全の推進 [n=1,532]

08.地域安全（防犯）活動の推進 [n=1,532]

09.保健・医療の推進 [n=1,532]

10.介護・高齢者福祉の充実 [n=1,532]

11.児童福祉・子育て世代への支援の充実 [n=1,532]

12.障がい者（児）福祉の充実 [n=1,532]

13.人権尊重社会の構築 [n=1,532]

14.幼児期・学校教育の充実 [n=1,532]

15.生涯学習・スポーツの充実 [n=1,532]

16.文化の継承と創造 [n=1,532]

17.人権・同和教育の推進 [n=1,532]

18.国際交流の推進 [n=1,532]

19.都市基盤の整備 [n=1,532]

20.都市環境の整備 [n=1,532]

21.情報化の推進 [n=1,532]

22.離島振興 [n=1,532]

23.移住・定住の促進 [n=1,532]

24.農林水産業の振興 [n=1,532]

25.商工業・サービス業の振興 [n=1,532]

26.観光の振興 [n=1,532]

27.労働環境の充実 [n=1,532]

 

 
 

６ 坂出市のまちづくりについてお伺いします。 

 

【n=1,532】 【n=1,532】

高い

140

9.1%

127

8.3%

238

15.5%

117

7.6%

367

24.0%

224

14.6%

273

17.8%

297

19.4%

327

21.3%

302

19.7%

377

24.6%

236

15.4%

213

13.9%

349

22.8%

194

12.7%

159

10.4%

133

8.7%

119

7.8%

286

18.7%

286

18.7%

189

12.3%

113

7.4%

247

16.1%

199

13.0%

269

17.6%

245

16.0%

275

18.0%

やや高い

345

22.5%

305

19.9%

326

21.3%

271

17.7%

333

21.7%

369

24.1%

353

23.0%

360

23.5%

396

25.8%

357

23.3%

328

21.4%

324

21.1%

251

16.4%

318

20.8%

306

20.0%

283

18.5%

239

15.6%

259

16.9%

340

22.2%

345

22.5%

315

20.6%

253

16.5%

327

21.3%

307

20.0%

313

20.4%

299

19.5%

314

20.5%

ふつう

633

41.3%

703

45.9%

585

38.2%

737

48.1%

477

31.1%

574

37.5%

531

34.7%

520

33.9%

462

30.2%

491

32.0%

449

29.3%

602

39.3%

708

46.2%

511

33.4%

632

41.3%

689

45.0%

760

49.6%

704

46.0%

486

31.7%

473

30.9%

623

40.7%

723

47.2%

521

34.0%

623

40.7%

506

33.0%

516

33.7%

531

34.7%

やや低い

124

8.1%

94

6.1%

85

5.5%

98

6.4%

78

5.1%

76

5.0%

85

5.5%

73

4.8%

62

4.0%

94

6.1%

82

5.4%

74

4.8%

56

3.7%

68

4.4%

99

6.5%

101

6.6%

87

5.7%

112

7.3%

116

7.6%

119

7.8%

88

5.7%

109

7.1%

122

8.0%

95

6.2%

112

7.3%

146

9.5%

105

6.9%

低い

39

2.5%

38

2.5%

35

2.3%

43

2.8%

18

1.2%

25

1.6%

31

2.0%

24

1.6%

26

1.7%

37

2.4%

35

2.3%

34

2.2%

38

2.5%

25

1.6%

33

2.2%

34

2.2%

45

2.9%

60

3.9%

40

2.6%

39

2.5%

44

2.9%

57

3.7%

48

3.1%

39

2.5%

56

3.7%

60

3.9%

41

2.7%

無回答

251

16.4%

265

17.3%

263

17.2%

266

17.4%

259

16.9%

264

17.2%

259

16.9%

258

16.8%

259

16.9%

251

16.4%
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17.5%
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17.4%
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18.1%

264
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17.6%

273
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266

17.4%
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17.4%
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凡例

01.市民参加によるまちづくり [n=1,532]

02.多様な連携の推進 [n=1,532]

03.行財政運営の効率化と健全財政の確保 [n=1,532]

04.男女共同参画社会の形成 [n=1,532]

05.防災体制の強化・充実 [n=1,532]

06.環境保全と環境衛生の充実 [n=1,532]

07.交通安全の推進 [n=1,532]

08.地域安全（防犯）活動の推進 [n=1,532]

09.保健・医療の推進 [n=1,532]

10.介護・高齢者福祉の充実 [n=1,532]

11.児童福祉・子育て世代への支援の充実 [n=1,532]

12.障がい者（児）福祉の充実 [n=1,532]

13.人権尊重社会の構築 [n=1,532]

14.幼児期・学校教育の充実 [n=1,532]

15.生涯学習・スポーツの充実 [n=1,532]

16.文化の継承と創造 [n=1,532]

17.人権・同和教育の推進 [n=1,532]

18.国際交流の推進 [n=1,532]

19.都市基盤の整備 [n=1,532]

20.都市環境の整備 [n=1,532]

21.情報化の推進 [n=1,532]

22.離島振興 [n=1,532]

23.移住・定住の促進 [n=1,532]

24.農林水産業の振興 [n=1,532]

25.商工業・サービス業の振興 [n=1,532]

26.観光の振興 [n=1,532]

27.労働環境の充実 [n=1,532]
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≪CS 分析≫ 

右記のグラフは、縦軸に満足度、横軸に

重要度を設定し、各取組の加重平均値を算

出し、４つの領域に整理区分、充実度と今

後の取組度合いの相関関係を表したもの

である。 

【相関図の見方】 

図の上側にあるほど満足度が高く、右側にあ

るほど重要度が高いことを示している。 

 

 

 

 

 

 

項目 
加重平均値 

重要度 満足度 

01.市民参加によるまちづくり 0.33 0.06 

02.多様な連携の推進 0.31 -0.01 

03.行財政運営の効率化と健全財政の確保 0.51 -0.11 

04.男女共同参画社会の形成 0.25 0.02 

05.防災体制の強化・充実 0.75 0.12 

06.環境保全と環境衛生の充実 0.54 0.16 

07.交通安全の推進 0.59 0.07 

08.地域安全（防犯）活動の推進 0.65 0.11 

09.保健・医療の推進 0.74 0.30 

10.介護・高齢者福祉の充実 0.62 0.12 

11.児童福祉・子育て世代への支援の充実 0.73 0.01 

12.障がい者（児）福祉の充実 0.51 0.03 

13.人権尊重社会の構築 0.43 0.13 

14.幼児期・学校教育の充実 0.71 0.18 

15.生涯学習・スポーツの充実 0.42 0.08 

16.文化の継承と創造 0.34 0.08 

17.人権・同和教育の推進 0.26 0.16 

18.国際交流の推進 0.21 0.05 

19.都市基盤の整備 0.56 -0.15 

20.都市環境の整備 0.57 -0.18 

21.情報化の推進 0.41 -0.09 

22.離島振興 0.20 -0.07 

23.移住・定住の促進 0.48 -0.17 

24.農林水産業の振興 0.42 -0.07 

25.商工業・サービス業の振興 0.50 -0.26 

26.観光の振興 0.41 -0.27 

27.労働環境の充実 0.53 -0.18 

01.市民参加によるまちづくり

02.多様な連携の推進
03.行財政運営の効率化と健全財政の確保

04.男女共同参画社会の形成

05.防災体制の強化・充実

06.環境保全と環境衛生の充実

07.交通安全の推進

08.地域安全（防犯）活動の推進

09.保健・医療の推進

10.介護・高齢者福祉の充実

11.児童福祉・子育て世代への支援の充実

12.障がい者（児）福祉の充実

13.人権尊重社会の構築

14.幼児期・学校教育の充実
15.生涯学習・スポーツの充実

16.文化の継承と創造

17.人権・同和教育の推進

18.国際交流の推進

19.都市基盤の整備

20.都市環境の整備

21.情報化の推進

22.離島振興

23.移住・定住の促進

24.農林水産業の振興

25.商工業・サービス業の振興
26.観光の振興

27.労働環境の充実

-0.30

-0.20

-0.10

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

-0.20 0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20

満
足

度

重要度

平均値

0.48

平均値

0.00

 

 ※満足度と重要度の相関図について 

左記のグラフは、縦軸に重要度、横軸に満足度を設定し、

各取り組みの加重平均値を算出し、ＡからＤの４つの性格

を持つ領域に整理区分し、満足度と重要度の相関関係を表

したものである。なお、重要度の加重平均値は、満足度の加

重平均値と同じ方法で算出している。 

【相関図の見方】 
図の上側にあるほど満足度が高く、右側にあるほど重要

度が高いことを示している。 

 
 高  

『
重
要
度
平
均
点
』 

『満足度平均点』 

  

 重要度  
 高  

満
足
度 特に重点的に改善に 

取り組む必要がある 

もの 

今後も取り組みを 

重点的に維持していく 

必要があるもの 

 

取り組みを維持して

いく必要があるもの 

優先度が比較的に 

低いもの 

取組を維持して 今後も取組を 

 

加重平均値の算出方法 
相関図の領域 

（回答全体） 

 『特に重点的に改善に取り組む必要があるもの』の領域には、「03.行財政運営の効率

化と健全財政の確保」、「19.都市基盤の整備」、「27.労働環境の充実」、「20.都市環

境の整備」、「25.商工業・サービス業の振興」の５項目が挙がっている。 

 

特に重点的に 

改善に取り組む 

必要がある項目 

※点数 

①（満足度）満足 

（重要度）高い 

・・・・・2 点 

④（満足度）やや不満 

（重要度）やや低い 

・・・・・-1 点 

 

 

②（満足度）やや満足 

  （重要度）やや高い 

・・・・・・1 点 

⑤（満足度）不満 

  （重要度）低い 

・・・・・・-2 点 

 

 

 

③（満足度）ふつう 

  （重要度）ふつう 

・・・・・0 点 

 

※算出方法 

（①の回答数×＋2点）＋ 

（②の回答数×＋1点）＋ 

（③の回答数× 0 点）＋ 

（④の回答数×－１点）＋ 

（⑤の回答数×－2点） 
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≪CS 分析（参考：10 年前に実施した『坂出市まちづくり基本構想』の策定に向けた市民アンケート調査結果）≫ 

 

 

 

 

 

項目 
加重平均値 

重要度 満足度 

01.市民参加のまちづくり 0.54 -0.14 

02.男女共同参画社会の形成 0.27 -0.25 

03.行財政運営の効率化と健全財政の確保 0.89 -0.46 

04.防災体制の強化・充実  1.03 -0.13 

05.地域安全（防犯）の推進  0.90 -0.16 

06.環境保全と環境衛生の充実  0.78 0.05 

07.交通安全の推進  0.76 -0.13 

08.保健・医療の推進  0.98 0.22 

09.高齢者福祉の充実  0.88 -0.05 

10.児童福祉・子育て世代への支援の充実  0.94 -0.18 

11.障がい者（児）福祉の充実  0.68 -0.17 

12.人権尊重社会の構築  0.30 -0.06 

13.社会教育の充実  0.43 -0.08 

14.学校教育の充実  0.80 0.02 

15.文化・スポーツの振興  0.43 -0.05 

16.国際交流の推進  0.05 -0.10 

17.道路・交通網の整備  0.63 -0.11 

18.上水道の整備  0.59 0.18 

19.下水道の整備  0.60 -0.29 

20.住宅・宅地の整備  0.29 -0.16 

21.市街地の整備と景観形成  0.45 -0.34 

22.公園の整備と緑化の推進  0.41 -0.22 

23.情報化の推進  0.41 -0.18 

24.港湾施設の整備  0.32 0.02 

25.農業の振興  0.44 -0.23 

26.水産業の振興  0.30 -0.13 

27.離島地域の振興  0.27 -0.18 

28.商業・サービス業の振興  0.61 -0.55 

29.工業の振興 0.61 -0.25 

30.観光の振興 0.60 -0.33 

31.労働環境の充実  0.90 -0.49 

01.市民参加のまちづくり

02.男女共同参画社会の形成

03.行財政運営の効率化と健全財政の確保

04.防災体制の強化・充実

05.地域安全（防犯）の推進

06.環境保全と環境衛生の充実

07.交通安全の推進

08.保健・医療の推進

09.高齢者福祉の充実

10.児童福祉・子育て世代への支援の充実

11.障がい者（児）福祉の充実

12.人権尊重社会の構築

13.社会教育の充実

14.学校教育の充実

15.文化・スポーツの振興

16.国際交流の推進
17.道路・交通網の整備

18.上水道の整備

19.下水道の整備

20.住宅・宅地の整備

21.市街地の整備と景観形成

22.公園の整備と緑化の推進

23.情報化の推進

24.港湾施設の整備

25.農業の振興

26.水産業の振興

27.離島地域の振興

28.商業・サービス業の振興

29.工業の振興

30.観光の振興

31.労働環境の充実

-0.600

-0.500

-0.400

-0.300

-0.200

-0.100

0.000

0.100

0.200

0.300

0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20

満
足

度

重要度

平均値

0.58

平均値

－0.16

（回答全体） 

 『特に重点的に改善に取り組む必要があるもの』の領域には、「28.商業・サービス業の振

興」、「31.労働環境の充実」、「03.行財政運営の効率化と健全財政の確保」、「30.観光の振

興」、「19.下水道の整備」、「29.工業の振興」、「11.障がい者（児）福祉の充実」、「10.児童福

祉・子育て世代への支援の充実」の８項目が挙がっている。 

 

≪前回アンケート結果との比較≫ 

 前回アンケート結果と比較して、『特に重点的に改善に取り組む必要があるもの』の領域に今回も含まれるものは、「行財政運営の効率化と健全財政の確保」、「労働環境の充実」、「商工業・サービス業の振興」、「都市基盤の整備（下水道の整備のみ）」

の４項目となっている。 

 一方で、前回結果に含まれており、今回の結果の領域に含まれていないものとしては、「観光の振興」、「障がい者（児）福祉の充実」、「児童福祉・子育て世代への支援の充実」の3項目となっており、前回よりも満足度が向上しており、重要度が下がっている。 

 前回結果、今回結果ともに、領域に挙がっている項目は、特に市民が改善を望むものであり、早急に対応が必要なものであると考えられる。 

特に重点的に 

改善に取り組む 

必要がある項目 
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≪加重平均値別の前回アンケート結果との比較≫ 

（重要度） 

 「人権尊重社会の構築」、「国際交流の推進」、「都市基盤の整備」、「都市環境の整備」、「農林水産業の振興」は前回と比較して、上昇しているが、それ以外の項目は下降している。 

（満足度） 

 「都市基盤の整備」以外の項目は全て上昇している。 

 

現項目 10 年前の項目 

重要度 
加重平均値 

過去との 
変化 

（現項目との比較） 

満足度 
加重平均値 

過去との 
変化 

（現項目との比較） 現項目 10 年前 現項目 10 年前 
重要度 重要度 満足度 満足度 

01.市民参加によるまちづくり 01.市民参加のまちづくり 0.33 0.54 ↘ 0.06 -0.14 ↗ 

02.多様な連携の推進  0.31 ― ― -0.01 ― ― 

03.行財政運営の効率化と健全財政の確保 03.行財政運営の効率化と健全財政の確保 0.51 0.89 ↘ -0.11 -0.46 ↗ 

04.男女共同参画社会の形成 02.男女共同参画社会の形成 0.25 0.27 ↘ 0.02 -0.25 ↗ 

05.防災体制の強化・充実 04.防災体制の強化・充実  0.75 1.03 ↘ 0.12 -0.13 ↗ 

06.環境保全と環境衛生の充実 06.環境保全と環境衛生の充実  0.54 0.78 ↘ 0.16 0.05 ↗ 

07.交通安全の推進 07.交通安全の推進  0.59 0.76 ↘ 0.07 -0.13 ↗ 

08.地域安全（防犯）活動の推進 05.地域安全（防犯）の推進  0.65 0.9 ↘ 0.11 -0.16 ↗ 

09.保健・医療の推進 08.保健・医療の推進  0.74 0.98 ↘ 0.30 0.22 ↗ 

10.介護・高齢者福祉の充実 09.高齢者福祉の充実  0.62 0.88 ↘ 0.12 -0.05 ↗ 

11.児童福祉・子育て世代への支援の充実 10.児童福祉・子育て世代への支援の充実 0.73 0.94 ↘ 0.01 -0.18 ↗ 

12.障がい者（児）福祉の充実 11.障がい者（児）福祉の充実  0.51 0.68 ↘ 0.03 -0.17 ↗ 

13.人権尊重社会の構築 12.人権尊重社会の構築  0.43 0.3 ↗ 0.13 -0.06 ↗ 

14.幼児期・学校教育の充実 14.学校教育の充実  0.71 0.8 ↘ 0.18 0.02 ↗ 

15.生涯学習・スポーツの充実 15.文化・スポーツの振興  0.42 0.43 ↘ 0.08 -0.05 ↗ 

16.文化の継承と創造  0.34 ― ― 0.08 ― ― 

17.人権・同和教育の推進 13.社会教育の充実  0.26 0.43 ↘ 0.16 -0.08 ↗ 

18.国際交流の推進 16.国際交流の推進  0.21 0.05 ↗ 0.05 -0.1 ↗ 

19.都市基盤の整備 

 

17.道路・交通網の整備  

18.上水道の整備  

19.下水道の整備  

24.港湾施設の整備  

0.56 

平均 0.54 

0.63 

0.59 

0.6 

0.32 

↗ -0.15 

平均-0.05 

-0.11 

0.18 

-0.29 

0.02 

↘ 

20.都市環境の整備 

 

20.住宅・宅地の整備  

21.市街地の整備と景観形成  

22.公園の整備と緑化の推進  

0.57 

平均 0.38 

0.29 

0.45 

0.41 

↗ -0.18 

平均-0.24 

-0.16 

-0.34 

-0.22 

↗ 

21.情報化の推進 23.情報化の推進  0.41 0.41 ＝ -0.09 -0.18 ↗ 

22.離島振興 27.離島地域の振興  0.20 0.27 ↘ -0.07 -0.18 ↗ 

23.移住・定住の促進  0.48 ― ― -0.17 ― ― 

24.農林水産業の振興 

 

25.農業の振興  

26.水産業の振興  

0.42 

平均 0.37 

0.44 

0.3 

↗ -0.07 

平均-0.18 

-0.23 

-0.13 

↗ 

25.商工業・サービス業の振興 

 

28.商業・サービス業の振興  

29.工業の振興 

0.50 

平均 0.61 

0.61 

0.61 

↘ -0.26 

平均-0.40 

-0.55 

-0.25 

↗ 

26.観光の振興 30.観光の振興 0.41 0.60 ↘ -0.27 -0.33 ↗ 

27.労働環境の充実 31.労働環境の充実  0.53 0.90 ↘ -0.18 -0.49 ↗ 
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現在、坂出市では坂出駅前拠点施設の整備（中心市街地活性化公民連携事業）を進めています。       

問20. あなたはこの事業のことをご存じでしたか。  

 「事業名称や事業があることは知っていた

（47.4％）」が最も多く、次いで「事業内容も含め

て知っていた（22.9％）」、「全く知らなかった

（22.3％）」となっている。 

事業内容も含めて

知っていた

351

22.9%

事業名称や事業があることは

知っていた

726

47.4%

全く知らなかった

341

22.3%

無回答

114

7.4%

[n=1,532]

 

問21. 駅前拠点施設が整備された場合、あなたは利用したいと思いますか。  

 駅前拠点施設が整備されたら、「利用したい

（43.0％）」が最も多く、次いで、「どちらからといえ

ば利用したい（29.4％）」、「どちらともいえない

（17.8％）」となっている。 

 「総じて利用したい（利用したい＋どちらかといえ

ば利用したい 計 1,109（72.4％））」は、7 割以上

を占める。 利用したい

658

43.0%

どちらかといえば

利用したい

451

29.4%

どちらとも

いえない

272

17.8%

あまり利用

したくない

43

2.8%

利用したくない

24

1.6%

無回答

84

5.5%

[n=1,532]

 

問 21 で「利用したい」、「どちらかといえば利用したい」を選んだ方にお伺いします。                     

問２１-1.  あなたは駅前拠点施設のどのような機能に期待しますか。（あてはまるもの3つまで選択）  

 駅前拠点施設に期待する機能は、「カフェやラウンジ等の憩いの空間（75.７％）」が最も多く、次いで「図書

館機能（59.8％）」、「市民活動・交流機能（31.1％）」、「学習スペースやコワーキングスペース等の機能

（29.5％）」となっている。 

 年齢別でみると、60～74 歳は「図書館機能」が最も多くなっている。 

840

663

345

327

246

77

14

(75.7 %)

(59.8 %)

(31.1 %)

(29.5 %)

(22.2 %)

(6.9 %)

(1.3 %)

0 200 400 600 800 1,000

カフェやラウンジ等の憩いの空間

図書館機能

市民活動・交流機能

学習スペースやコワーキングスペース等の機能

プレイルーム、一時預かり所等を含めた子育て支援機能

その他

無回答

[n=1,109]
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■年齢別クロス 

合計 図書館機能 プレイルーム、
一時預かり所等
を含めた子育て

支援機能

市民活動・交流
機能

学習スペースや
コワーキングス
ペース等の機能

カフェやラウン
ジ等の憩いの空

間

その他 無回答

1,109 663 246 345 327 840 77 14

100.0 % 59.8 % 22.2 % 31.1 % 29.5 % 75.7 % 6.9 % 1.3 %

157 77 24 16 94 135 15 1

100.0 % 49.0 % 15.3 % 10.2 % 59.9 % 86.0 % 9.6 % 0.6 %

175 87 49 30 62 149 10 0

100.0 % 49.7 % 28.0 % 17.1 % 35.4 % 85.1 % 5.7 % 0.0 %

151 97 73 26 38 109 9 0

100.0 % 64.2 % 48.3 % 17.2 % 25.2 % 72.2 % 6.0 % 0.0 %

151 92 39 43 48 115 13 1

100.0 % 60.9 % 25.8 % 28.5 % 31.8 % 76.2 % 8.6 % 0.7 %

102 70 8 39 26 79 6 2

100.0 % 68.6 % 7.8 % 38.2 % 25.5 % 77.5 % 5.9 % 2.0 %

185 134 32 88 34 128 9 4

100.0 % 72.4 % 17.3 % 47.6 % 18.4 % 69.2 % 4.9 % 2.2 %

184 103 19 102 23 123 14 6

100.0 % 56.0 % 10.3 % 55.4 % 12.5 % 66.8 % 7.6 % 3.3 %

4 3 2 1 2 2 1 0

100.0 % 75.0 % 50.0 % 25.0 % 50.0 % 50.0 % 25.0 % 0.0 %

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

40～49歳

全体

16～19歳

20～29歳

30～39歳

50～59歳

60～74歳

75歳以上

無回答

非該当
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坂出市は 2021(令和３)年９月に「ゼロカーボンシティ」を宣言し、2050 年までに二酸化炭素排出実質

ゼロにする「カーボンニュートラル」の実現をめざしています。                     

問22. あなたは、カーボンニュートラルの実現に向けた取組は必要だと思いますか。 

 カーボンニュートラルの実現に向けた取組は、

「必要だと思う（38.7％）」が最も多く、次いで「どち

らかといえば必要だと思う（33.2％）」、「どちらとも

いえない（14.2％）」となっている。 

 「総じて必要だと思う（必要だと思う＋どちらかと

いえば必要だと思う 計1,102（71.9％））」は、7割

以上を占める。 

必要だと思う

593

38.7%

どちらかといえば

必要だと思う

509

33.2%

どちらとも

いえない

217

14.2%

あまり必要

ないと思う

55

3.6%

必要ないと思う

59

3.9%

無回答

99

6.5%

[n=1,532]

 

 

問 22 で「必要だと思う」、「どちらかといえば必要だと思う」を選んだ方にお伺いします。                                           

問２２-1.  カーボンニュートラルの実現のために、必要だと思う取組についてお答えください（あ

てはまるもの 3つまで選択） 

 カーボンニュートラルの実現のために必要だと思う取組は、「ごみの減量化（ごみの分別、食品ロスの取組）

（61.1％）」が最も多く、次いで「クールビズ・ウォームビズの実施や冷暖房温度の適正設定（37.9％）」、「マ

イバック、マイボトル等の利用（37.4％）」、「LED 照明や省エネ性能の高い家電への買い替え（36.0％）」と

なっている。 

 年齢別にみると、どの年齢も全体の傾向と同様の結果となっている。 

673

418

412

397

310

295

246

24

18

(61.1 %)

(37.9 %)

(37.4 %)

(36.0 %)

(28.1 %)

(26.8 %)

(22.3 %)

(2.2 %)

(1.6 %)

0 100 200 300 400 500 600 700 800

ごみの減量化（ごみの分別、食品ロスの取組）

クールビズ・ウォームビズの実施や冷暖房温度の適正設定

マイバック、マイボトル等の利用

LED照明や省エネ性能の高い家電への買い替え

移動の際には徒歩や自転車、公共交通を利用し、自家用車の使用を

控える

住宅等に太陽光パネルや蓄電池を設置する再生可能エネルギーの

導入

ハイブリッド車や電気自動車等、環境にやさしいエコカーへの買い替え

その他

無回答

[n=1,102]
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７ 就職についてお伺いします。 

問 23、問 24 に関して、主に 16 歳～24 歳の方にお伺いします。                 

問23. 将来、どのような業種で働きたいですか。（あてはまるもの 3つまで選択） 

※現在働いている方は、現在の業種も含めて考えていただいて構いません。 

 働きたい業種は、「医療、福祉（20.7％）」が最も多く、次いで「公務（15.4％）」、「教育、学習支援業

（12.7％）」、「情報通信業（11.9％）」となっている。 

 性別でみると、男性は「情報通信業」、女性は「医療・福祉」が多くなっている。 

 年齢別でみると、「医療・福祉」が最も多く、次いで16～１9歳は「教育、学習支援業」、20～24歳は「公務」

となっている。 

78

58

48

45

39

38

31

30

30

22

20

19

16

9

8

7

5

4

2

19

38

28

(20.7 %)

(15.4 %)

(12.7 %)

(11.9 %)

(10.3 %)

(10.1 %)

(8.2 %)

(8.0 %)

(8.0 %)

(5.8 %)

(5.3 %)

(5.0 %)

(4.2 %)

(2.4 %)

(2.1 %)

(1.9 %)

(1.3 %)

(1.1 %)

(0.5 %)

(5.0 %)

(10.1 %)

(7.4 %)

0 20 40 60 80 100 120

医療、福祉

公務

教育、学習支援業

情報通信業

製造業

学術研究、専門・技術サービス業

金融業、保険業

生活関連サービス業、娯楽業

宿泊業、飲食サービス業

建設業

農業、林業

電気・ガス・熱供給・水道業

卸売業、小売業

運輸業、郵便業

不動産業、物品賃貸業

漁業、水産業

その他のサービス業

複合サービス事業

鉱業、採石業、砂利採取業

上記以外のもの

わからない

無回答

[n=377]
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■性別クロス（16 歳～24歳に絞って整理） 

合計 農業、林業 漁業、水産業 鉱業、採石業、
砂利採取業

建設業 製造業 電気・ガス・熱
供給・水道業

情報通信業

377 20 7 2 22 39 19 45

100.0 % 5.3 % 1.9 % 0.5 % 5.8 % 10.3 % 5.0 % 11.9 %

171 12 6 2 14 27 13 30

100.0 % 7.0 % 3.5 % 1.2 % 8.2 % 15.8 % 7.6 % 17.5 %

200 7 1 0 8 11 5 15

100.0 % 3.5 % 0.5 % 0.0 % 4.0 % 5.5 % 2.5 % 7.5 %

3 0 0 0 0 0 0 0

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

3 1 0 0 0 1 1 0

100.0 % 33.3 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 33.3 % 0.0 %
無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 

運輸業、郵便業 卸売業、小売業 金融業、保険業 不動産業、物品
賃貸業

学術研究、専
門・技術サービ

ス業

宿泊業、飲食
サービス業

生活関連サービ
ス業、娯楽業

教育、学習支援
業

9 16 31 8 38 30 30 48

2.4 % 4.2 % 8.2 % 2.1 % 10.1 % 8.0 % 8.0 % 12.7 %

3 4 11 5 16 9 7 11

1.8 % 2.3 % 6.4 % 2.9 % 9.4 % 5.3 % 4.1 % 6.4 %

6 12 20 2 22 19 23 34

3.0 % 6.0 % 10.0 % 1.0 % 11.0 % 9.5 % 11.5 % 17.0 %

0 0 0 0 0 1 0 3

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 0.0 % 100.0 %

0 0 0 1 0 1 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 0.0 % 33.3 % 0.0 % 0.0 %
無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 

医療、福祉 複合サービス事
業

その他のサービ
ス業

公務 上記以外のもの わからない 無回答

78 4 5 58 19 38 28

20.7 % 1.1 % 1.3 % 15.4 % 5.0 % 10.1 % 7.4 %

12 3 4 21 9 20 17

7.0 % 1.8 % 2.3 % 12.3 % 5.3 % 11.7 % 9.9 %

64 1 1 36 10 18 11

32.0 % 0.5 % 0.5 % 18.0 % 5.0 % 9.0 % 5.5 %

2 0 0 0 0 0 0

66.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

0 0 0 1 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

無回答

答えたくない

女性

男性

全体
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■年齢別クロス（16 歳～24 歳に絞って整理） 

合計 農業、林業 漁業、水産業 鉱業、採石業、
砂利採取業

建設業 製造業 電気・ガス・熱
供給・水道業

情報通信業

377 20 7 2 22 39 19 45

100.0 % 5.3 % 1.9 % 0.5 % 5.8 % 10.3 % 5.0 % 11.9 %

186 6 2 0 13 17 9 25

100.0 % 3.2 % 1.1 % 0.0 % 7.0 % 9.1 % 4.8 % 13.4 %

191 14 5 2 9 22 10 20

100.0 % 7.3 % 2.6 % 1.0 % 4.7 % 11.5 % 5.2 % 10.5 %

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %
無回答

20～24歳

16～19歳

全体

 

 

運輸業、郵便業 卸売業、小売業 金融業、保険業 不動産業、物品
賃貸業

学術研究、専
門・技術サービ

ス業

宿泊業、飲食
サービス業

生活関連サービ
ス業、娯楽業

教育、学習支援
業

9 16 31 8 38 30 30 48

2.4 % 4.2 % 8.2 % 2.1 % 10.1 % 8.0 % 8.0 % 12.7 %

5 7 19 3 19 13 12 34

2.7 % 3.8 % 10.2 % 1.6 % 10.2 % 7.0 % 6.5 % 18.3 %

4 9 12 5 19 17 18 14

2.1 % 4.7 % 6.3 % 2.6 % 9.9 % 8.9 % 9.4 % 7.3 %

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %
無回答

20～24歳

16～19歳

全体

 

 

医療、福祉 複合サービス事
業

その他のサービ
ス業

公務 上記以外のもの わからない 無回答

78 4 5 58 19 38 28

20.7 % 1.1 % 1.3 % 15.4 % 5.0 % 10.1 % 7.4 %

45 1 1 32 11 20 5

24.2 % 0.5 % 0.5 % 17.2 % 5.9 % 10.8 % 2.7 %

33 3 4 26 8 18 23

17.3 % 1.6 % 2.1 % 13.6 % 4.2 % 9.4 % 12.0 %

0 0 0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

無回答

20～24歳

16～19歳

全体
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問24. あなたの希望する就職先は、坂出市にあると思いますか。 

 希望する就職先は、「あるかどうかわからない（32.9％）」が最も多く、次いで「ない（23.3％）」、「あると思う

（18.6％）」、「ある（17.0％）」となっている。 

 性別、年齢別でみると全体と同様の傾向となった。 

ある

64

17.0%

あると思う

70

18.6%

あるかどうかわからない

124

32.9%

ない

88

23.3%

無回答

31

8.2%

[n=377]

 

 

問 24 で「あるかどうかわからない」、「ない」を選んだ方にお伺いします。                            

問２４-1.  どの地域なら、働きたい企業・職業があると思いますか。(あてはまるもの 3つまで選択) 

 働きたい企業・職業がある地域は、「関西圏（京都府、大阪府、兵庫県）（51.4％）」が最も多く、次いで「東

京圏（東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県）（42.5％）」、「高松市（28.8％）」「香川県内（坂出市、高松市

以外）（16.5％）」となっている。 

 性別、年齢別でみると、全体と同様の傾向にある。 

 就業場所でみると、坂出市で就業している人は「高松市」、「関西圏」、「東京圏」、高松市で就業している

人は「高松市」、丸亀市で就業している人は「高松市」「東京圏」が多くなっている。 

109

90

61

35

29

9

4

37

4

(51.4 %)

(42.5 %)

(28.8 %)

(16.5 %)

(13.7 %)

(4.2 %)

(1.9 %)

(17.5 %)

(1.9 %)

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

関西圏（京都府、大阪府、兵庫県）

東京圏（東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県）

高松市

香川県内（坂出市、高松市以外）

中国地方

九州地方

その他の地域

わからない

無回答

[n=212]
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■性別クロス（16 歳～24歳に絞って整理） 

合計 高松市 香川県（坂出
市、高松市以

外）

中国地方 九州地方 関西圏（京都
府、大阪府、兵

庫県）

東京圏（東京
都、千葉県、埼
玉県、神奈川

県）

その他の地域

212 61 35 29 9 109 90 4

100.0 % 28.8 % 16.5 % 13.7 % 4.2 % 51.4 % 42.5 % 1.9 %

98 22 15 7 6 47 44 2

100.0 % 22.4 % 15.3 % 7.1 % 6.1 % 48.0 % 44.9 % 2.0 %

110 37 20 21 3 59 45 2

100.0 % 33.6 % 18.2 % 19.1 % 2.7 % 53.6 % 40.9 % 1.8 %

2 1 0 1 0 1 0 0

100.0 % 50.0 % 0.0 % 50.0 % 0.0 % 50.0 % 0.0 % 0.0 %

2 1 0 0 0 2 1 0

100.0 % 50.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 100.0 % 50.0 % 0.0 %
無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 

わからない 無回答

37 4

17.5 % 1.9 %

21 1

21.4 % 1.0 %

15 3

13.6 % 2.7 %

1 0

50.0 % 0.0 %

0 0

0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

無回答

答えたくない

女性

男性

全体
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■年齢別クロス（16 歳～24 歳に絞って整理） 
合計 高松市 香川県（坂出

市、高松市以
外）

中国地方 九州地方 関西圏（京都
府、大阪府、兵

庫県）

東京圏（東京
都、千葉県、埼
玉県、神奈川

県）

その他の地域

212 61 35 29 9 109 90 4

100.0 % 28.8 % 16.5 % 13.7 % 4.2 % 51.4 % 42.5 % 1.9 %

112 26 19 15 7 55 45 2

100.0 % 23.2 % 17.0 % 13.4 % 6.3 % 49.1 % 40.2 % 1.8 %

100 35 16 14 2 54 45 2

100.0 % 35.0 % 16.0 % 14.0 % 2.0 % 54.0 % 45.0 % 2.0 %

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %
無回答

20～24歳

16～19歳

全体

 
 

わからない 無回答

37 4

17.5 % 1.9 %

25 1

22.3 % 0.9 %

12 3

12.0 % 3.0 %

0 0

0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

無回答

20～24歳

16～19歳

全体
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■就業場所別クロス（16 歳～24 歳に絞って整理） 

合計 高松市 香川県（坂出
市、高松市以

外）

中国地方 九州地方 関西圏（京都
府、大阪府、兵

庫県）

東京圏（東京
都、千葉県、埼
玉県、神奈川

県）

その他の地域

49 20 4 5 1 19 19 0

100.0 % 40.8 % 8.2 % 10.2 % 2.0 % 38.8 % 38.8 % 0.0 %

19 6 1 0 1 6 6 0

100.0 % 31.6 % 5.3 % 0.0 % 5.3 % 31.6 % 31.6 % 0.0 %

11 7 0 1 0 4 4 0

100.0 % 63.6 % 0.0 % 9.1 % 0.0 % 36.4 % 36.4 % 0.0 %

6 4 1 0 0 3 4 0

100.0 % 66.7 % 16.7 % 0.0 % 0.0 % 50.0 % 66.7 % 0.0 %

8 2 1 2 0 2 3 0

100.0 % 25.0 % 12.5 % 25.0 % 0.0 % 25.0 % 37.5 % 0.0 %

4 1 1 2 0 3 1 0

100.0 % 25.0 % 25.0 % 50.0 % 0.0 % 75.0 % 25.0 % 0.0 %

1 0 0 0 0 1 1 0

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 100.0 % 100.0 % 0.0 %

0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

坂出市

全体

無回答

その他

その他の県内市
町

宇多津町

丸亀市

高松市

 

 

わからない 無回答

12 1

24.5 % 2.0 %

6 0

31.6 % 0.0 %

2 1

18.2 % 9.1 %

0 0

0.0 % 0.0 %

4 0

50.0 % 0.0 %

0 0

0.0 % 0.0 %

0 0

0.0 % 0.0 %

0 0

0.0 % 0.0 %

第1位 第2位 第3位

坂出市

全体

無回答

その他

その他の県内市
町

宇多津町

丸亀市

高松市
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８ 結婚・出産・子育てについてお伺いします。 

問25、問26は、子どもと同居している方にお伺いします。子どもと同居していない方は問27のみを回答。 

問25. 坂出市で出産・子育てをする中で、困っていることを教えてください。（あてはまるもの 3

つまで選択） 

 出産・子育てに対して、困っていることは、「出産や子育てに対する経済的負担に不安がある（22.5％）」が

最も多く、次いで「遊び場や子育て支援施設等の施設が不足している（20.8％）」、「買い物、公共交通

等、日常生活が不便である（17.6％）」、「産婦人科等の産科医療が近くにない、不足している（16.3％）」と

なっている。 

 性別でみると、男性は「出産や子育てに対する経済的負担に不安がある」、女性は「遊び場や子育て支援

施設等の施設が不足している」の回答が多くなっている。 

 年齢別でみると、20～29 歳、60～74 歳は「出産や子育てに対する経済的負担に不安がある」、30～59 歳

は「遊び場や子育て支援施設等の施設が不足している」、75 歳以上は「買い物、公共交通等、日常生活

が不便である」の回答が多くなっている。 

187

173

146

135

102

97

78

58

44

22

18

11

105

19

281

(22.5 %)

(20.8 %)

(17.6 %)

(16.3 %)

(12.5 %)

(11.9 %)

(9.6 %)

(7.1 %)

(5.4 %)

(2.7 %)

(2.2 %)

(1.4 %)

(12.9 %)

(2.3 %)

(33.9 %)

0 100 200 300

出産や子育てに対する経済的負担に不安がある

遊び場や子育て支援施設等の施設が不足している

買い物、公共交通等、日常生活が不便である

産婦人科等の産科医療が近くにない、不足している

子育てと仕事の両立がしづらい環境である

出産・子育て・教育等への行政（国や自治体）の支援が不足している

子どもを預ける場所や保育サービスが不足している

治安や通学路の整備等、地域の環境に不安がある

教育の環境・サービスが不足している

子どもの医療サービスが不足している

出産や子育てについて相談できる場が不足している

家族や周囲の協力が得られない

特にない

その他

無回答

[n=830]
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■性別クロス 

合計 子育てと仕事の
両立がしづらい

環境である

出産や子育てに
対する経済的負
担に不安がある

出産・子育て・
教育等への行政
（国や自治体）
の支援が不足し

ている

産婦人科等の産
科医療が近くに
ない、不足して

いる

子どもを預ける
場所や保育サー
ビスが不足して

いる

子どもの医療
サービスが不足

している

教育の環境・
サービスが不足

している

830 104 187 98 135 78 22 44

100.0 % 12.5 % 22.5 % 11.8 % 16.3 % 9.4 % 2.7 % 5.3 %

352 42 87 43 49 33 12 23

100.0 % 11.9 % 24.7 % 12.2 % 13.9 % 9.4 % 3.4 % 6.5 %

468 61 99 55 85 44 10 21

100.0 % 13.0 % 21.2 % 11.8 % 18.2 % 9.4 % 2.1 % 4.5 %

6 0 1 0 0 0 0 0

100.0 % 0.0 % 16.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 %

4 1 0 0 1 1 0 0

100.0 % 25.0 % 0.0 % 0.0 % 25.0 % 25.0 % 0.0 % 0.0 %
無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 

買い物、公共交
通等、日常生活
が不便である

遊び場や子育て
支援施設等の施
設が不足してい

る

治安や通学路の
整備等、地域の
環境に不安があ

る

出産や子育てに
ついて相談でき
る場が不足して

いる

家族や周囲の協
力が得られない

特にない その他 無回答

146 173 59 18 11 106 19 281

17.6 % 20.8 % 7.1 % 2.2 % 1.3 % 12.8 % 2.3 % 33.9 %

67 69 26 4 3 47 7 119

19.0 % 19.6 % 7.4 % 1.1 % 0.9 % 13.4 % 2.0 % 33.8 %

77 103 33 14 8 55 11 160

16.5 % 22.0 % 7.1 % 3.0 % 1.7 % 11.8 % 2.4 % 34.2 %

2 1 0 0 0 2 1 1

33.3 % 16.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 16.7 % 16.7 %

0 0 0 0 0 2 0 1

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 50.0 % 0.0 % 25.0 %

第1位 第2位 第3位

無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 



46 

 

■年齢別クロス 

合計 子育てと仕事の
両立がしづらい

環境である

出産や子育てに
対する経済的負
担に不安がある

出産・子育て・
教育等への行政
（国や自治体）
の支援が不足し

ている

産婦人科等の産
科医療が近くに
ない、不足して

いる

子どもを預ける
場所や保育サー
ビスが不足して

いる

子どもの医療
サービスが不足

している

教育の環境・
サービスが不足

している

830 104 187 98 135 78 22 44

100.0 % 12.5 % 22.5 % 11.8 % 16.3 % 9.4 % 2.7 % 5.3 %

165 5 30 16 10 13 2 4

100.0 % 3.0 % 18.2 % 9.7 % 6.1 % 7.9 % 1.2 % 2.4 %

117 10 27 11 9 5 1 0

100.0 % 8.5 % 23.1 % 9.4 % 7.7 % 4.3 % 0.9 % 0.0 %

128 33 45 25 27 16 8 15

100.0 % 25.8 % 35.2 % 19.5 % 21.1 % 12.5 % 6.3 % 11.7 %

149 28 44 21 37 21 5 12

100.0 % 18.8 % 29.5 % 14.1 % 24.8 % 14.1 % 3.4 % 8.1 %

97 14 16 9 22 9 3 7

100.0 % 14.4 % 16.5 % 9.3 % 22.7 % 9.3 % 3.1 % 7.2 %

88 12 19 11 17 8 2 4

100.0 % 13.6 % 21.6 % 12.5 % 19.3 % 9.1 % 2.3 % 4.5 %

83 1 6 5 12 5 1 2

100.0 % 1.2 % 7.2 % 6.0 % 14.5 % 6.0 % 1.2 % 2.4 %

3 1 0 0 1 1 0 0

100.0 % 33.3 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 33.3 % 0.0 % 0.0 %

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳

 

 
買い物、公共交
通等、日常生活
が不便である

遊び場や子育て
支援施設等の施
設が不足してい

る

治安や通学路の
整備等、地域の
環境に不安があ

る

出産や子育てに
ついて相談でき
る場が不足して

いる

家族や周囲の協
力が得られない

特にない その他 無回答

146 173 59 18 11 106 19 281

17.6 % 20.8 % 7.1 % 2.2 % 1.3 % 12.8 % 2.3 % 33.9 %

22 21 6 2 2 32 4 73

13.3 % 12.7 % 3.6 % 1.2 % 1.2 % 19.4 % 2.4 % 44.2 %

9 11 4 3 0 19 2 60

7.7 % 9.4 % 3.4 % 2.6 % 0.0 % 16.2 % 1.7 % 51.3 %

31 46 13 3 1 3 2 22

24.2 % 35.9 % 10.2 % 2.3 % 0.8 % 2.3 % 1.6 % 17.2 %

35 48 23 2 4 13 6 19

23.5 % 32.2 % 15.4 % 1.3 % 2.7 % 8.7 % 4.0 % 12.8 %

25 26 7 5 3 14 1 24

25.8 % 26.8 % 7.2 % 5.2 % 3.1 % 14.4 % 1.0 % 24.7 %

11 13 4 1 0 11 4 31

12.5 % 14.8 % 4.5 % 1.1 % 0.0 % 12.5 % 4.5 % 35.2 %

13 8 2 2 1 13 0 51

15.7 % 9.6 % 2.4 % 2.4 % 1.2 % 15.7 % 0.0 % 61.4 %

0 0 0 0 0 1 0 1

0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 0.0 % 33.3 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問26. 坂出市で出産・子育てをする中で、充実してほしい取組を教えてください。（あてはまるも

の 3つまで選択） 

 出産・子育てに対して、充実してほしい取組は、「歩道や公園等の整備による道路や遊び場の安全性の

確保（22.2％）」が最も多く、次いで「子育て支援制度の機能、サービスの強化（21.0％）」、「幼児教育や保

育料の無償化（18.8％）」、「子どもにかかる医療費の助成対象の拡大（15.8％）」となっている。 

 性別でみると、男性は、「子育て支援制度の機能、サービスの強化」、女性は「歩道や公園等の整備によ

る道路や遊び場の安全性の確保」の回答が多くなっている。 

 年齢別でみると、16～19 歳は「幼児教育や保育料の無償化」、20～29 歳は「子どもにかかる医療費の助

成対象の拡大」、30 代以上は「歩道や公園等の整備による道路や遊び場の安全性の確保」の回答が多く

なっている。 

184

174

156

131

129

80

79

74

43

36

35

26

22

75

19

285

(22.2 %)

(21.0 %)

(18.8 %)

(15.8 %)

(15.5 %)

(9.6 %)

(9.5 %)

(9.1 %)

(5.3 %)

(4.4 %)

(4.3 %)

(3.2 %)

(2.7 %)

(9.2 %)

(2.3 %)

(34.3 %)

0 100 200 300

歩道や公園等の整備による道路や遊び場の安全性の確保

子育て支援制度の機能、サービスの強化

幼児教育や保育料の無償化

子どもにかかる医療費の助成対象の拡大

延長保育や時間外保育、一時保育等の子育てと仕事を両立できる環境の整備

子連れ出勤や事業所内保育ができる職場環境の整備

安心した子育て、仲間づくりにつながる場の充実

病児病後児保育施設の増加

子育ての不安や困りごとの相談のできる場の充実

地域と連携した見守り活動の充実

結婚・出産により職場を離れた女性を対象とした、再就職の相談会やセミナーの実施

ICTの活用や情報教育等の社会のニーズに合わせた教育の充実

SNSやアプリを活用した、子育て支援に関する情報の提供

特にない

その他

無回答

[n=830]
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■性別クロス 

合計 子育て支援制度
の機能、サービ

スの強化

安心した子育
て、仲間づくり
につながる場の

充実

子育ての不安や
困りごとの相談
のできる場の充

実

子どもにかかる
医療費の助成対

象の拡大

幼児教育や保育
料の無償化

延長保育や時間
外保育、一時保
育等の子育てと
仕事を両立でき
る環境の整備

病児病後児保育
施設の増加

子連れ出勤や事
業所内保育がで
きる職場環境の

整備

ICTの活用や情
報教育等の社会
のニーズに合わ
せた教育の充実

歩道や公園等の
整備による道路
や遊び場の安全

性の確保

地域と連携した
見守り活動の充

実

結婚・出産によ
り職場を離れた
女性を対象とし
た、再就職の相
談会やセミナー

の実施

SNSやアプリを
活用した、子育
て支援に関する

情報の提供

特にない その他 無回答

830 174 79 44 131 156 129 75 80 26 184 37 37 22 75 19 285

100.0 % 21.0 % 9.5 % 5.3 % 15.8 % 18.8 % 15.5 % 9.0 % 9.6 % 3.1 % 22.2 % 4.5 % 4.5 % 2.7 % 9.0 % 2.3 % 34.3 %

352 92 38 17 57 66 45 15 32 12 81 12 15 6 37 6 120

100.0 % 26.1 % 10.8 % 4.8 % 16.2 % 18.8 % 12.8 % 4.3 % 9.1 % 3.4 % 23.0 % 3.4 % 4.3 % 1.7 % 10.5 % 1.7 % 34.1 %

468 80 41 27 73 89 81 59 46 14 102 25 22 16 35 13 163

100.0 % 17.1 % 8.8 % 5.8 % 15.6 % 19.0 % 17.3 % 12.6 % 9.8 % 3.0 % 21.8 % 5.3 % 4.7 % 3.4 % 7.5 % 2.8 % 34.8 %

6 2 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1

100.0 % 33.3 % 0.0 % 0.0 % 16.7 % 16.7 % 16.7 % 0.0 % 16.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 0.0 % 16.7 %

4 0 0 0 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 50.0 % 25.0 % 25.0 % 0.0 % 25.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 25.0 % 0.0 % 25.0 %

第1位 第2位 第3位

無回答

答えたくない

女性

男性

全体

 

 

■年齢別クロス 

合計 子育て支援制度
の機能、サービ

スの強化

安心した子育
て、仲間づくり
につながる場の

充実

子育ての不安や
困りごとの相談
のできる場の充

実

子どもにかかる
医療費の助成対

象の拡大

幼児教育や保育
料の無償化

延長保育や時間
外保育、一時保
育等の子育てと
仕事を両立でき
る環境の整備

病児病後児保育
施設の増加

子連れ出勤や事
業所内保育がで
きる職場環境の

整備

ICTの活用や情
報教育等の社会
のニーズに合わ
せた教育の充実

歩道や公園等の
整備による道路
や遊び場の安全

性の確保

地域と連携した
見守り活動の充

実

結婚・出産によ
り職場を離れた
女性を対象とし
た、再就職の相
談会やセミナー

の実施

SNSやアプリを
活用した、子育
て支援に関する

情報の提供

特にない その他 無回答

830 174 79 44 131 156 129 75 80 26 184 37 37 22 75 19 285

100.0 % 21.0 % 9.5 % 5.3 % 15.8 % 18.8 % 15.5 % 9.0 % 9.6 % 3.1 % 22.2 % 4.5 % 4.5 % 2.7 % 9.0 % 2.3 % 34.3 %

165 26 14 5 29 30 11 6 8 1 19 3 5 6 26 2 72

100.0 % 15.8 % 8.5 % 3.0 % 17.6 % 18.2 % 6.7 % 3.6 % 4.8 % 0.6 % 11.5 % 1.8 % 3.0 % 3.6 % 15.8 % 1.2 % 43.6 %

117 14 12 3 21 19 15 3 13 2 18 5 3 1 10 3 59

100.0 % 12.0 % 10.3 % 2.6 % 17.9 % 16.2 % 12.8 % 2.6 % 11.1 % 1.7 % 15.4 % 4.3 % 2.6 % 0.9 % 8.5 % 2.6 % 50.4 %

128 49 12 8 20 46 28 20 14 6 50 7 4 1 2 6 23

100.0 % 38.3 % 9.4 % 6.3 % 15.6 % 35.9 % 21.9 % 15.6 % 10.9 % 4.7 % 39.1 % 5.5 % 3.1 % 0.8 % 1.6 % 4.7 % 18.0 %

149 42 16 11 30 29 28 23 27 10 47 10 9 11 6 6 21

100.0 % 28.2 % 10.7 % 7.4 % 20.1 % 19.5 % 18.8 % 15.4 % 18.1 % 6.7 % 31.5 % 6.7 % 6.0 % 7.4 % 4.0 % 4.0 % 14.1 %

97 18 9 6 14 17 25 13 9 7 23 4 4 3 10 1 24

100.0 % 18.6 % 9.3 % 6.2 % 14.4 % 17.5 % 25.8 % 13.4 % 9.3 % 7.2 % 23.7 % 4.1 % 4.1 % 3.1 % 10.3 % 1.0 % 24.7 %

88 16 11 8 8 10 14 6 4 0 19 6 6 0 10 1 34

100.0 % 18.2 % 12.5 % 9.1 % 9.1 % 11.4 % 15.9 % 6.8 % 4.5 % 0.0 % 21.6 % 6.8 % 6.8 % 0.0 % 11.4 % 1.1 % 38.6 %

83 9 5 3 9 5 7 3 4 0 8 2 6 0 10 0 51

100.0 % 10.8 % 6.0 % 3.6 % 10.8 % 6.0 % 8.4 % 3.6 % 4.8 % 0.0 % 9.6 % 2.4 % 7.2 % 0.0 % 12.0 % 0.0 % 61.4 %

3 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1

100.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 33.3 % 33.3 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 33.3 % 0.0 % 33.3 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問27. 出産・子育てに関して坂出市に取り組んでほしい新たな支援や、取り組んだらいいと思う

アイデアがあれば教えてください。（自由記述） 

 出産・子育てに関して取り組んでほしい新たな支援や、取り組んだらいいと思うアイデアに関して、主な

意見をカテゴリーで分けると「子育て全般に関する経済的支援」等に関する意向が多い結果となった。 

※原文を掲載。 

カテゴリー 件数 主な内容（抜粋） 

子育て全般に関する

経済的支援 

115  妊婦検診や出産費用の自己負担の軽減。子育てに必要な物品や食材
を安くする。 

 子育て世帯の民間就業事業所に対する助成金の設定。民間事業所に
託児所を設置する際の助成金の設定、職員の派遣。 

 金銭的な支援や子どもを一緒に考えた制度、例えば学費など。 
 出産手当（高額）、ベッドやベビーカーなど貸し出してほしい。 
 妊娠、出産、子育てに関する諸経費の無償化。 
 一番お金がかかる大学生に対する援助が坂出独自であればいいと思う。 
 経済的にも苦しい若い夫婦が安心して出産、子育てできる町を目指して

の町づくり。 
 若い世代が空き家をリフォームして住むための財政的支援。 
 児童手当の引き上げ  中学校までの給食無償化。 
 坂出市に定住して出産、子育てする人には補助金等で援助しても良いと思う。 
 出産・子育ての補助金や幼稚園・保育所の無償化。                   

公園・遊び場・スポー

ツ・レク等の施設の充

実 

44  子どもたちの雨でも遊べるところ、丸亀市みたいにマルタス！ 
 学習スペースを増やしてほしいです。 
 幼児（0～2 歳）の無料プレイルームがあれば（NPO 法人が運営している

丸亀マルタスのような施設）。 
 子どもが集って遊べる施設や子どもが行きたいと思える場所などがない。 
 駅や職場と保育施設の一体化、近接化。子連れが行きやすい複合施設。 
 図書館、教育施設(学校、子ども広場など)の建て替え、改修工事の促

進(箱を増やすのではなく、老朽化建物の建て替え)                   

保育制限枠拡大 30  土曜保育がどの保育園でもあればいいと思います。 
 子どもを預けられる場所がほしい。（困る時というのは突然あるもの、前も

って予約という今の仕組みは使いづらい。先生の資格を持っている人は
私の周りにもたくさんいます。なぜ、先生の仕事をしたくないか、もっと働き
やすい場所と手当を用意しいつでも子どもを預けられる場所を作るべき。 

 こども園などの預かり時間を長くしてほしい。 
 子供が病気になった際に必ず預かってくれる施設がほしい。  学童保育

の終了時間を延ばしてほしい。 
 一時預かりをしてくれる場所。ゆっくり遊べることのできるなど。 

産科病院の増加や病

院の充実 

29  市内に出産可能な病院（施設）を増やしてほしい。 
 産婦人科がなく他の市町村で受診しないといけないのは、安心して出産

することができないのではないか。 
 病児病後児施設が必要だと思います。 
 夜間救急の対応を市内の総合病院でできるようにしてほしい。   

出産・子育てに関する

相談、話せる場づくり 

17  産後ケアの利用回数制限を増やして欲しい。上限を超えたら有料でもい
いので、利用できるようにして欲しい。 

 気軽に相談できる場所や SNS の拡充。 
 幼年児以下を対象としたイベントやその他情報の通知など。 

交流・イベントの実施 １１  異学年の子どもが一緒に体験できるイベントを増やす。 
 中学高校生と出産前後の夫婦の交流の場を持ち、子育ての不安を小さ

くできるような機会を作ったらいかかでしょうか。 
 子育て世代が集まれるような環境と情報発信。 

未就学児保育・施設

の充実 
9  保育園の駐車場の拡大。 

 入所の待機児童をなくす。 
 保育所の充実化。 
 託児所を増やす。 

安心・安全（通学・通

園環境） 

8  歩道を確保し安心して通学できるようにする。 
 坂出市外は見守りが少なく歩いて帰らせたり、部活動の帰りの治安が不

安である。 
 気を使わず子供と一緒に移動が、出来る交通便利良くしてほしい。 
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店舗等の充実 7  商店街の活性化。 

 子供服売り場の発展  アカチャンホンポや西松屋や birthday などの売り

場が欲しい。 

 駅の周りにスーパーをもってきてほしい。      

出産・子育て支援サ

ービスの充実 

7  子育て支援センターの数を増やす、公民館を有効活用すれば良いと思

う。 

 近隣市町にあるサービスは、同等またはそれ以上のサービスを受けられ

るようにすること。サービスの内容、無料化は分かりやすく明示すること。 

 不妊治療をしている人への支援を増やす（コウノトリ以外にも）わはは以外

にも親子への支援センターの充実化。                      

教員・保育士の増員・

待遇改善等 

6  保育設備の充実  保育に関わる人の待遇改善。 

 保育士の数を増やしてほしい。子どもにとっても坂出市にとっても。会計

年度でなくきちんと採用してほしい。採用人数が少なすぎる。 

 待機児童解消、仲良し教室利用の充実のため保育士や放課後児童支

援員の待遇をアップし人材確保につなげる。                             

出産に関する支援 5  検診のためのタクシー費用の助成などがあると嬉しい（電車は状態によっ

ては使えないので）。 

 出産に関わる費用や医療費援助。 

結婚斡旋等 5  男女の出会いがないと少子化対策にならないので、出会いの場づくりの

推進。 

 坂出市独自（市が中心となって）の婚活の活性化。結婚して良かったと

思われる支援の充実。                          

不登校児対応 5  不登校児への専門的なサポート。（学校だけでは不足） 

 不登校児童への受け皿となる第 2 の学校の整備。子供が参加できるイ

ベントの開催。                                                

給食、食事の支援 5  給食に力を入れてほしい。オーガニックの食材にしたり。量が少なく感じ

る。子どもが楽しみになるような給食にしてほしい。 

 共働きのため、仲良し教室を利用させてもらっているが、弁当を作るために

朝の負担が増えるため、宅食などのサービスも選択できると助かります。 

労働環境・条件改善・

勤務条件緩和 

5  出産してからの職場復帰、再就職し良い環境。 

 事業所内保育等の環境の整備、子育てと仕事を両立できる環境の整備

がどんな業種でもあればよいと思う。 
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９ 今後の暮らしへの支援や生きがいについてお伺いします。 

問28. あなたが将来（高齢者になったとき）も、安心して住み続けるために、必要なことを教え

てください。（あてはまるもの 3つまで選択） 

 将来も安心して住み続けるために必要なことは、「買い物等の場所が充実し、日常生活が便利なこと

（50.8％）」が最も多く、次いで「医療機関や福祉施設が利用しやすいこと（50.3％）」、「自然災害が少な

い、災害に強いこと（28.3％）」、「治安がよいこと（24.3％）」となっている。 

 年齢別にみると、16～19 歳、50 歳以上は「医療機関や福祉施設が利用しやすいこと」、それ以外の年齢

は「買い物等の場所が充実し、日常生活が便利なこと」が最も多くなっている。 

778

771

434

373

201

187

164

141

140

118

109

109

107

72

66

62

49

23

15

161

(50.8 %)

(50.3 %)

(28.3 %)

(24.3 %)

(13.1 %)

(12.2 %)

(10.7 %)

(9.2 %)

(9.1 %)

(7.7 %)

(7.1 %)

(7.1 %)

(7.0 %)

(4.7 %)

(4.3 %)

(4.0 %)

(3.2 %)

(1.5 %)

(1.0 %)

(10.5 %)

0 200 400 600 800 1,000

買い物等の場所が充実し、日常生活が便利なこと

医療機関や福祉施設が利用しやすいこと

自然災害が少ない、災害に強いこと

治安がよいこと

物価（土地・住宅を含む）が安いこと

近隣やコミュニティの人間関係がよいこと

子育てがしやすいこと

まちがきれいで生活環境がよいこと

静か（のどか）で生活環境がよいこと

道路や公園、上下水道等のインフラが充実していること

都市部へのアクセスがよいこと

通勤・通学や日常の移動が便利なこと

働く場所が多いこと

教育環境がよいこと

自然が豊かである（気候や景色がよい）こと

産業( 商工業、観光、農業、漁業等)が盛んなこと

芸術や文化、スポーツ等が活発なこと

特にない

その他

無回答

[n=1,532]
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■年齢別クロス 

合計 子育てがしやす
いこと

教育環境がよい
こと

医療機関や福祉
施設が利用しや

すいこと

自然災害が少な
い、災害に強い

こと

治安がよいこと 産業( 商工業、
観光、農業、漁
業等)が盛んな

こと

働く場所が多い
こと

買い物等の場所
が充実し、日常
生活が便利なこ

と

芸術や文化、ス
ポーツ等が活発

なこと

通勤・通学や日
常の移動が便利

なこと

都市部へのアク
セスがよいこと

道路や公園、上
下水道等のイン
フラが充実して

いること

静か（のどか）
で生活環境がよ

いこと

自然が豊かであ
る（気候や景色
がよい）こと

まちがきれいで
生活環境がよい

こと

近隣やコミュニ
ティの人間関係

がよいこと

1,532 164 72 771 434 373 62 107 778 49 109 109 118 140 66 141 187

100.0 % 10.7 % 4.7 % 50.3 % 28.3 % 24.3 % 4.0 % 7.0 % 50.8 % 3.2 % 7.1 % 7.1 % 7.7 % 9.1 % 4.3 % 9.2 % 12.2 %

186 30 11 91 62 48 10 13 82 13 24 15 10 18 7 15 21

100.0 % 16.1 % 5.9 % 48.9 % 9.0 % 25.8 % 5.4 % 7.0 % 44.1 % 7.0 % 12.9 % 8.1 % 5.4 % 9.7 % 3.8 % 8.1 % 11.3 %

242 50 15 93 54 48 11 16 112 6 31 20 10 27 12 26 18

100.0 % 20.7 % 6.2 % 38.4 % 22.3 % 19.8 % 4.5 % 6.6 % 46.3 % 2.5 % 12.8 % 8.3 % 4.1 % 11.2 % 5.0 % 10.7 % 7.4 %

196 44 21 91 56 62 9 13 95 6 17 11 18 16 13 19 9

100.0 % 22.4 % 10.7 % 46.4 % 28.6 % 31.6 % 4.6 % 6.6 % 48.5 % 3.1 % 8.7 % 5.6 % 9.2 % 8.2 % 6.6 % 9.7 % 4.6 %

217 17 3 120 62 55 10 30 142 7 13 15 24 18 10 14 17

100.0 % 7.8 % 1.4 % 55.3 % 28.6 % 25.3 % 4.6 % 13.8 % 65.4 % 3.2 % 6.0 % 6.9 % 11.1 % 8.3 % 4.6 % 6.5 % 7.8 %

157 7 7 93 49 43 6 11 82 4 12 12 10 10 4 16 20

100.0 % 4.5 % 4.5 % 59.2 % 31.2 % 27.4 % 3.8 % 7.0 % 52.2 % 2.5 % 7.6 % 7.6 % 6.4 % 6.4 % 2.5 % 10.2 % 12.7 %

250 9 8 142 71 71 7 7 141 8 6 19 27 32 12 34 49

100.0 % 3.6 % 3.2 % 56.8 % 28.4 % 28.4 % 2.8 % 2.8 % 56.4 % 3.2 % 2.4 % 7.6 % 10.8 % 12.8 % 4.8 % 13.6 % 19.6 %

271 7 7 138 79 45 9 17 120 5 5 16 18 19 8 17 51

100.0 % 2.6 % 2.6 % 50.9 % 29.2 % 16.6 % 3.3 % 6.3 % 44.3 % 1.8 % 1.8 % 5.9 % 6.6 % 7.0 % 3.0 % 6.3 % 18.8 %

13 0 0 3 1 1 0 0 4 0 1 1 1 0 0 0 2

100.0 % 0.0 % 0.0 % 23.1 % 7.7 % 7.7 % 0.0 % 0.0 % 30.8 % 0.0 % 7.7 % 7.7 % 7.7 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 15.4 %

全体

16～19歳

20～24歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳

 

物価（土地・住
宅を含む）が安

いこと

特にない その他 無回答

201 23 15 161

13.1 % 1.5 % 1.0 % 10.5 %

27 6 1 8

14.5 % 3.2 % 0.5 % 4.3 %

28 4 3 33

11.6 % 1.7 % 1.2 % 13.6 %

31 0 1 14

15.8 % 0.0 % 0.5 % 7.1 %

31 3 6 10

14.3 % 1.4 % 2.8 % 4.6 %

30 2 1 10

19.1 % 1.3 % 0.6 % 6.4 %

29 3 1 17

11.6 % 1.2 % 0.4 % 6.8 %

24 5 2 61

8.9 % 1.8 % 0.7 % 22.5 %

1 0 0 8

7.7 % 0.0 % 0.0 % 61.5 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～24歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問29. 将来にわたって住み続けるために、坂出市に実施・拡充してもらいたい暮らしへの支援

は何ですか。（あてはまるもの 3つまで選択） 

 実施・拡充してもらいたい暮らしへの支援については、「介護・ケアサービス（40.0％）」が最も多く、次いで

「買い物や通院の付き添い・移動サービス（38.0％）」、「健康維持・増進のためのサービス（25.5％）」、「日

常生活の困りごとへの相談・支援（24.2％）」となっている。 

 年齢別にみると、16～19歳、50歳～74歳までは「買い物や通院の付き添い・移動サービス」、それ以外の

年齢は「介護・ケアサービス」の回答が多い傾向にある。 

613

582

390

370

260

254

244

239

163

137

125

51

151

(40.0 %)

(38.0 %)

(25.5 %)

(24.2 %)

(17.0 %)

(16.6 %)

(15.9 %)

(15.6 %)

(10.6 %)

(8.9 %)

(8.2 %)

(3.3 %)

(9.9 %)

0 100 200 300 400 500 600 700

介護・ケアサービス

買い物や通院の付き添い・移動サービス

健康維持・増進のためのサービス

日常生活の困りごとへの相談・支援

日用品等の移動販売

安否確認・見守りのサービス

新たな職の斡旋、雇用の場づくり

遠隔地医療の推進（訪問医療、WEB診療等）

習い事等の生涯学習の支援

ボランティア、地域づくり等の社会参画の支援

地域コミュニティへの参画の支援

その他

無回答

[n=1,532]
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■年齢別クロス 

合計 買い物や通院の
付き添い・移動

サービス

日用品等の移動
販売

遠隔地医療の推
進（訪問医療、
WEB診療等）

介護・ケアサー
ビス

健康維持・増進
のためのサービ

ス

安否確認・見守
りのサービス

日常生活の困り
ごとへの相談・

支援

1,532 582 260 239 613 390 254 370

100.0 % 38.0 % 17.0 % 15.6 % 40.0 % 25.5 % 16.6 % 24.2 %

186 61 34 30 59 42 31 30

100.0 % 32.8 % 18.3 % 16.1 % 31.7 % 22.6 % 16.7 % 16.1 %

242 64 52 41 75 49 31 43

100.0 % 26.4 % 21.5 % 16.9 % 31.0 % 20.2 % 12.8 % 17.8 %

196 74 38 38 75 43 37 41

100.0 % 37.8 % 19.4 % 19.4 % 38.3 % 21.9 % 18.9 % 20.9 %

217 90 36 37 99 49 42 51

100.0 % 41.5 % 16.6 % 17.1 % 45.6 % 22.6 % 19.4 % 23.5 %

157 73 23 27 73 36 26 51

100.0 % 46.5 % 14.6 % 17.2 % 46.5 % 22.9 % 16.6 % 32.5 %

250 114 42 33 113 80 47 85

100.0 % 45.6 % 16.8 % 13.2 % 45.2 % 32.0 % 18.8 % 34.0 %

271 102 34 33 117 88 38 68

100.0 % 37.6 % 12.5 % 12.2 % 43.2 % 32.5 % 14.0 % 25.1 %

13 4 1 0 2 3 2 1

100.0 % 30.8 % 7.7 % 0.0 % 15.4 % 23.1 % 15.4 % 7.7 %

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳

 

 

習い事等の生涯
学習の支援

ボランティア、
地域づくり等の
社会参画の支援

新たな職の斡
旋、雇用の場づ

くり

地域コミュニ
ティへの参画の

支援

その他 無回答

163 137 244 125 51 151

10.6 % 8.9 % 15.9 % 8.2 % 3.3 % 9.9 %

25 22 39 26 2 8

13.4 % 11.8 % 21.0 % 14.0 % 1.1 % 4.3 %

29 23 40 22 13 31

12.0 % 9.5 % 16.5 % 9.1 % 5.4 % 12.8 %

31 13 41 16 7 10

15.8 % 6.6 % 20.9 % 8.2 % 3.6 % 5.1 %

19 20 55 15 8 12

8.8 % 9.2 % 25.3 % 6.9 % 3.7 % 5.5 %

15 10 32 14 4 10

9.6 % 6.4 % 20.4 % 8.9 % 2.5 % 6.4 %

32 27 26 19 7 15

12.8 % 10.8 % 10.4 % 7.6 % 2.8 % 6.0 %

12 20 11 13 10 57

4.4 % 7.4 % 4.1 % 4.8 % 3.7 % 21.0 %

0 2 0 0 0 8

0.0 % 15.4 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 61.5 %

第1位 第2位 第3位

全体

16～19歳

20～29歳

60～74歳

75歳以上

無回答

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問30. 取り組んでほしい暮らしへの支援や生きがいづくりに関する希望があれば教えてください。

（自由記述） 

 取り組んでほしい暮らしへの支援や生きがいづくりに関して、主な意見をカテゴリーで分けると「日常生活

の困りごとへの相談、支援」、「移動手段や交通サービス充実」等に関する意向が多い結果となった。 

※原文を掲載。 

カテゴリー 件数 主な内容（抜粋） 

日常生活の困りごとへ

の相談・支援 

32  高齢者が歩くのに道路のでこぼこなどを整備してほしい。 
 デジタル社会に取り残される人がいないような対策（教育の場、サポートセ

ンター）。 
 リフォームなどの支援や高齢者が相談しやすい窓口などがあればいい（悪

い業者にだまされないように）。 
 中心部ばかりでなく郊外の人たちの暮らし（交通、買い物）等のことも考え

てほしい。 
 身障者の歩行にスロープやトイレ（洋式）の整備充実をお願いしたいです。     

移動手段や交通サー

ビス充実 

28  デマンドタクシーの利用が不便、コミュニティーバスがほしいと思う。 
 免許返納後、交通手段をどうすればいいか不安である。年を取った時に

車が無くても生活がしやすいように、公共交通機関を整備してもらえたら
有難い。 

 移動手段の選択肢を（それぞれの地域に住む人にとって）増やす。 
 低学年が一人で習い事に行けるバスがあるとうれしい。                

地域コミュニティへの

参画の支援 

21  高齢になった時の不便な状況、孤立が不安。車で行かずとも集まれる距
離感で定期的なコミュニケ―ションのきっかけづくりを支援いただきたい。 

 公民館機能の充実（市民が参加してみたいと思える広報や活動の様子が
感じられるような広報の方法）。 

 年齢や障害の有無にかかわらず相談や意見が述べやすいコミュニティの
構築。 

 子どもと高齢者がふれあえるような機会を増やす。高齢者の方が学校や
保育所に出向き、昔あそびや編み物、料理などを一緒に行う。高齢者だ
けでなく若い人も県外や海外に行かなくても、坂出市内で楽しめるイベント
が増えてほしい。 

買い物や通院の付き

添い・移動サービス 

19  自分自身で動けなくなった時の移動サービスの充実。 

 タクシーやバスの無料化（免許返納者に）。 

 免許返納した後のタクシーの免除。 

 スクールバスならぬシニアバスのような巡りんよりも入り込んだ町に向けて

運行する。（ラムーやハローズ、ザグザグなどの生活に必要なお店を回

る。） 

習い事等の生涯学習

の支援 

16  生涯学習として、どこかのコミュニティに属し、簡単なお仕事や習い事など

友人と学べる環境があると関わりたいと思います。 

 部活動や生涯スポーツの充実。 

 生涯スポーツを子どもから高齢者の幅広い世代で行うこと。 

 気軽に参加できるスポーツや音楽活動の充実。 

健康維持・増進のた

めのサービス 

14  身体を動かして健康寿命を長くする市民の健康意識の向上やプラン。 
 香川県は糖尿病が多いです。先ずは病気にならないような取組をしてほし

い。 
 市主催の習い事・スポーツ活動・地域づくりの為のイベントの補助などを市

が積極的に町単位で行なって欲しい。 

安否確認・見守りのサ

ービス 

14  犯罪のない平穏な日常生活が送れるように。細やかな支援を行ってほしい。 
 デジタルでの見守りや生活情報発信や処理。 
 災害時、どのような行動を取れば良いか、どこでどのような支援があるの

か、具体的に分かるようにしてほしい。 

新たな職の斡旋、雇

用の場づくり 

10  雇用先の拡充。 
 企業に活気があり人が多く住み財政が潤い行政サービス向上を願う。 
 動ける高齢者みんなが気軽に取り組めるタイミーみたいな働ける仕事を通

じての社会交流、生産性向上の場。 
 在宅勤務の核となる会社が、坂出にもっと増えたらうれしいです。 



56 

施設整備・充実 10  教育施設の拡充。  商業施設の増加。 

 坂出に子どもとの交流を深めるキッズスペースをお願いする。 
 学生たち、勉強、図書館など増やしてほしい。 

ボランティア、地域づく

り等の社会参画の支

援 

8  健康寿命を市全体で伸ばす対策（定年直後の方を有償無償問わずボラ
ンティアに参加させる）。 

 町内会は市内になればなるほど、うまく機能しなくなってきているような気
がします。新しい仕組みを考える時期ではないでしょうか。ボランティアだ
けではなかなか難しくなってきている。 

日用品等の移動販売 6  訪問販売、訪問診療。  移動スーパーの導入をしてほしい。 

介護・ケアサービス 5  高齢者の単身世帯が増えていると思うので、老後、単身でも安心して生
活できる仕組み、サービスの提供を行ってほしい。 

 

１０ まちづくりへの参加についてお伺いします。 

問31.  あなたは坂出市のまちづくりに参加したいと思いますか。 

 坂出市のまちづくりの参加意向については、「機

会があれば参加したい（47.3％）」が最も多く、次

いで、「特にあまり参加したいと思わない

（20.8％）」、「特に興味がない（15.0％）」となって

いる。 

 「総じて参加したい（ぜひ参加したい＋機会があ

れば参加したい 計 805（52.5％））」は、半数程

度を占める。 

 年齢別でみると、全体の傾向と同様の傾向とな

っている。 

ぜひ参加したい

80

5.2%

機会があれば

参加したい

725

47.3%あまり参加したいと

思わない

318

20.8%

特に興味がない

230

15.0%

その他

19

1.2% 無回答

160

10.4%

[n=1,532]

 
 

問32.  あなたはご自分の意見を坂出市のまちづくりに反映したいと思うときに、どのような方法

で意見を伝えたいと考えますか。（あてはまるもの 3つまで選択） 

 坂出市のまちづくりに自分の意見を反映する方法としては、「市からのアンケートに回答して意見を伝える

（61.4％）」が最も多く、次いで「SNS（市公式 LINE）等に投稿する（21.5％）」、「市役所の職員等に直接、

意見・相談する（15.1％）」、「市で主催するワークショップや意見交換会等に参加する（14.9％）」となって

いる。 

 年齢別にみると、全体の傾向と同様の傾向となっている。 

940

329

232

229

211

183

76

54

210

(61.4 %)

(21.5 %)

(15.1 %)

(14.9 %)

(13.8 %)

(11.9 %)

(5.0 %)

(3.5 %)

(13.7 %)

0 200 400 600 800 1,000

市からのアンケートに回答して意見を伝える

SNS（市公式LINE）等に投稿する

市役所の職員等に直接、意見・相談する

市で主催するワークショップや意見交換会等に参加する

市で実施する公聴会や説明会等に参加する

パブリックコメントに意見を提出する

自分の意見をまとめた提案書等を市に提出する

その他

無回答

[n=1,532]
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１１ 最後に将来に向けた意見・要望についてお伺いします。 

問33.  坂出市での生活や将来のまちづくりへのご意見やご要望など。（自由意見） 

 坂出市での生活や将来のまちづくりに関して、主な意見をカテゴリーで分けると「商工業・サービス業の

振興」、「都市基盤の整備」等に関する意向が多い結果となった。 

※原文を掲載。 

カテゴリー 件数 主な内容（抜粋） 

商工業・サービス業の

振興 

107  駅周辺が盛んになり、飲食店が増え、活気のある街になればいいなと思
います。 

 若者が楽しく住める町づくりをしないと、人口が減り続け子どもも減り学校
も成り立たなくなります。食事に行こうにもほとんどなく、夜も早く終わるの
で若者が集まらない。瀬戸大橋の効果が見られない。坂出市に遊びに
来ようと思えるような施設を作ってほしい。 

 坂出は他の市町に比べて新しいものが少なく閑散とした町に思います。
商店街も活気がなく寂しいです。商店街をなくして大型商業施設ができ
ると変わるのではないかと思います。 

 坂出市で外食するところが宇多津や丸亀と比べて少ないと思う。人工土
地のチャレンジ店舗のような店がもっと増えて、にぎわいのある駅前にし
てほしい。お年寄りが買い物に行くための公共バスはなくさない努力をし
てほしい。 

 番の州という広い土地があるので、ディズニーランド、USJ に匹敵するアミ
ューズメントパークを誘致すれば観光客が集まり、市もにぎやかになるの
では。坂出市は寂し過ぎます。活気がない。 

 中心市街地の活性化も必要だが、郊外も生活に必要な交通、買い物等
が充実できるようにしてほしいです。 

 土地をもっと有効利用して大型スーパー等誘致してほしい。坂出は他の
市に比べてスーパーや衣料品店等少なすぎる（イオンがなくなったため） 

 瀬戸大橋開通前後は町に活気があったが、商店街、駅前通りの年々衰
退していくのに歯止めをかけないと、若い人はどんどん宇多津、丸亀に流
出していくと思う。 

 番の州に企業を誘致して税収を増やして市民税の軽減をお願いしたい。 
 坂出市はコンビニやスーパーなど、食料品や日用品を買う場所が少ない

ので、もっと増えたらいいなと思う。坂出には三金時など、特産品も多くあ
るので、瀬戸大橋や坂出駅などアクセスの良さを活かして、産直のある
「道の駅」のような物を作れば、地域産業や観光が活性化すると思う。 

 せっかく駅の周りに高校や中学がたくさんあるのに、帰りに寄って遊べる
場所がない。マックやスタバも遠い。放課後もみんなが青春を送れるよう
な場所がほしい。 

 アウトレットやショッピングモール他が瀬戸大橋記念公園あたりにできると
他県からも来てもらえ、町が経済的にも活性化するから。 

都市基盤の整備 88  市内で買い物、子育て、医療、娯楽がすべて循環できるような都市計画
を行っていってほしい。良い案はなくさずそのまま残していき個人の感情
を入れず、市の事を考えて行動してほしい（コストコ）。 

 坂出駅前の拠点整備に大きな期待を寄せています。市民の生活の満足
度向上と地域活発化が成功し、これをきっかけに今後も様々な政策が
目に見える形で実現することを願っています。高齢者だけでなくこれから
の坂出を担うべき学生や働き世代に焦点を当てた政策もより強化してい
ただきたいです。慢心せずによりよいまちを創造していく市政を心から望
みます。また、廃れたままの商店街が高松の商店街のように再生する姿
を見たいですから。 

 住民が満足するためには、建物、道路、公園ひとつにしてもなるべく流行に
流されず、量よりも質の高いものを作り市民が誇りと思えるものにつなげるこ
とが重要だ。また継続的な維持管理が必要である。（途中で止めるな）。 

 坂出に目玉となるような施設があればよいと思います。人口が高齢化し、
バスの本数も減り大変困っています。車がないと生活できません。どう
か、改善して下さい。 

 市民が使いやすい公園・施設の整備（ハードな施設をつくのではなく、ソフ
ト、使いやすい指向および現存の緑の多い場所を温存、活用したもの）。 

 こども教育の充実のため図書館も必要だろうが、長期的な視野で坂出市
の特徴作りを考える。例として教育の町、高速道路、利用した物流拠点
として番の州の活性化（四国の拠点とする）。 
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まちづくりの方向性 36  坂出市で住んでいることに誇りを持てるまちづくりをお願いします。 
 自然の豊かさを保ちつつ、子育てに適した環境を作り、今の魅力を保っ

た持続可能なまちであったら良いと思います。 
 地元で愛着がある場所だからこそ、もっともっと愛される場所になってほし

い。市外の知人には「坂出だけは嫌だ」「貧乏」「いいところひとつもない」
と言われる。実際にその通りなので、もっと頑張ってほしい、地域活性化
を望んでいる。年寄りや中年男性ばかりで話し合って決めず、もっと若
者、女性の声を反映してほしい。 

 どの年代の人も心豊かに暮らせる町づくりを望みます。 
 将来に夢や希望が持てる町にしてほしい。 
 坂出市の人口がへらない様な政策 若者に魅力のある町。 
 県内でもたいへん便利な位置にある坂出市なので、香川県の中心になれる

ような取組もあれば良いと思う。人が増えるような市になってほしい。 
 子どもたちが幸せに暮らせるまちづくりを希望します。 
 より活気に溢れる街になればいいなと思っています。     

児童福祉・子育て世

帯への支援の充実 

29  先ずは人口増加が第一、子育てしやすい手厚い支援を希望します。 
 多子世帯の意見に耳を傾ける場を作るべき。多子世帯が苦しんでいるか

ら、いい話しを若いこれから子どもを産む子たちにしてあげられない。子ど
もは一人にしな、とか言ってしまう。 

 子ども同士、親同士が知り合い、話ができる場所があるといいと思います。 
 子どもにやさしい町づくりをお願いします。 
 子育てしやすく、女性が働きやすく、キャリアを目指せる社会にしたいです。 
 坂出の将来を担う子供たちに支援してほしい。坂出市内の学校をきれい

にしてほしい。老朽化が激しい学校ときれいな学校の差がある            

誰もが住みやすいまち

づくり 

28  魅力ある住みやすい町にしてほしい。市民の声を聞いたうえで、税金でい
ろいろな政策を実施してほしい。 

 子ども、高齢の方々に優しい町づくり。利便性が高い町づくりをお願いします。 
 財政面が豊かなことも重要ではあるが、若い世代から高齢層すべての世代

が住みやすい環境インフラ(箱ものだけではない)設備の充実化を期待する。 
 高齢者や若者、それぞれの世代が住みやすいまちづくり希望します。 
 誰もが住みやすい子育てしやすい町になってほしい。一人一人の話しを

聞いてほしい。住民税が高いので安くしてほしい。 
 住みやすい町だと思っています。このまま持続できれば良い。           

都市環境の整備 27  公共交通の整備・拡大（誰でも自由に自家用車の代替えできるネットワ
ークづくり）（例：地元の循環バスのネットワーク拡大化 etc）。 

 旧市内と周辺地区では交通、下水道整備などに格差があるので改善し
てほしい。観光客の目で見たら怪しげな建物や空き家など、不快に思わ
れるかもしれないので指導してほしい。 

 高齢者（車の運転のできない）の市内へのアクセスがもっと良くなるように 
 綺麗な公園が多いので維持してもらいたいと思います。 
 一人暮らし向けのアパートやマンションをもっと増やしてほしい。            

移住・定住の促進 27  現時点で香川県に住むなら高松市一択が続いている。高松市に負けな
いような商業、観光の魅力を育てて若者の移住やUターンを積極的に狙
ってほしい。 

 空き家の解体費用を市が助成してくれたら、持ち主が解体しやすくなる。
市の都市が増え、もっといろんなことに使えると思います。解体費用の面
でそのままにしている人も多いと思う。高齢夫婦(子なし）ともなると、終活
を安心して行えるきっかけになると思う。総合的には坂出市はとても素敵
な場所だと思うので、もっともっと発展してほしいです。 

 坂出市だけでなく空き家が多く感じます。治安の悪化にもつながりそうな
ので、どうにかしてほしい。       

介護・高齢者福祉の

充実 

16  高齢者にやさしい町づくり。物価高対策が必要です。坂出市は他市にくら
べ介護サービスが良くない。 

 高齢者の利便性を考えてほしい。 
 今後高齢者が増えるのは明らかなので、高齢者が生活しやすい環境づく

りと高齢者の活動の場所やイベントの充実と支援。                           

幼児期・学校教育の

充実 

15  全ての機関を縮小し、子どもの教育にすべてを投入してください。 
 小中学校の統廃合は進めるべきと考えるが、その町の教育環境がなくな

ることは過疎化に拍車をかけることは東かがわ市や旧綾上町の前例を見
てもわかる。現在廃校になっている学校に通って学んだり、家庭でいなが
ら学んだりできるようなシステムができればと考える。 

 公立の学校・保育園・幼稚園でスクールバスを出して下さい（親が離職
する原因の一つに送迎の負担がある。また、小学校等については送迎を
義務付けられていないが、夏は登校中に子供が熱中症で亡くなり事故が
おきています）。 
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環境保全と環境衛生

の充実 

15  綾川より東地区の上下水道は津波等災害になると大変だと思いますが、
いつ頃完備されるのでしょうか。高齢者として最後の旅立ちの場所である
葬場を新しくきれいにしていただきたい。 

 道路へのごみの投棄が多く走行に危険な場合があるため、警察と市へド
ライバーのドライブレコーダーの情報提供により悪質行為をさらして罰を
与えるシステムを作ってほしい。高速道路の側道がひどい。 

 太陽光パネルや蓄電池の設置を全世帯に支援する。 
 坂出市の持つ自然環境を大切にしてください。                     

行財政運営の効率化

と健全財政の確保 

14  市議会議員や市長は選挙で決まってしまうので、市役所の政策担当な
どのブレーンになる人たちにはより一層優秀になってもらい、それを組織と
して継続して本当の意味で将来を見据えた運営をしてほしい。 

 市役所に出産後の相談(書類の提出など)に行っても、色々な課をたらい
回しにされ、『それは別の課なのでご案内します。』などと言われるので課
を横断的に対応できる者が必要である。                                  

観光の振興 11  他県の人や外国の人が高松市や三豊市などでなく、坂出市に行きたいと
思えるような町づくりを目指していけばいいと思う。 

 先日、出張で坂出に来られた県外の人に会いました。駅前にホテルがな
く宇多津に泊まったそうです。観光客や外からのお金が入るよう経済を潤
さないといけないと思います。 

 他の地域や県から何か目玉になるものができて集客につながり、活気が
出れば良いと思う。 

 観光客の集まる施設やイベントとアクセス環境の充実                 

市民参加によるまちづ

くり 

10  老後も楽しい時間を過ごせる場所、コミュニティ、イベントなど企画してほ
しい。 

 市民からの意見の集計、統計分析から具体的なアクションをすすめてい
ただければと思います。 

 坂出市の町づくりの具体的な取組状況が見えてこないので、市民への周
知方法を検討すべき。市役所の組織図、感染症の状況等を周知し身近
な広報活動を希望。                                               

交通安全の推進 8  外灯が少なすぎる。子どもの通学路が通れないほどの雑草で危険だと思う。 
 夜が暗いです。畑から宅地になったところには外灯を設置してほしい。子

どもたちが下校する時危ないので。 
 生活道路、通学路の安全。 

労働環境の充実 7  坂出市もそうですが、若い人たちが都会へ就職しつつあります。もっと香
川への就職が多くなったら、坂出市も活気が出ると思います。 

 条件の良い仕事が少ない。求人は給与が安い仕事か実態の分からない
募集しかない。 

 坂出市で働くのはすごく限られている。大きな会社もほぼない。小中高は
多いが大学がないため県外に行かざるを得ない。帰ってくるにも仕事が
ないので結局県外で働き住むことになる。休みの日は遊びに県外に行か
ないといけない。観光地が坂出にない。香川の玄関口で都心に行くのに
は良いところだと思う。 

国際交流の推進 6  最近、外国人や外国人向けの施設が多くできていますが、治安の維持
ができるのか不安です。国際交流よりも静かな生活環境の維持に力を入
れてほしい。坂出駅周辺に人が集まることができる施設がほしい。高架下
の空きスペースを利用してコワーキングスペースを設置してはどうか。 

 これからのまちづくりに外国の方との共生は避けて通れないと思われる。
行政として早い段階で坂出市の未来に向けて外国の方との共生につい
て調査、研究して頂きたい。 

保健・医療の推進 5  必ず訪れる超高齢化社会に向けて、早い段階から市民1人1人が健康
づくりに関心を持ち、健康寿命を少しでも延伸できる取組を推進すべきと
考える。 

 医療費削減のためにも健康寿命を伸ばす。生活のなかに運動を取入れ
ることが当たり前になる町づくりをしていってほしい。 
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■調査票 
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